
梅の香りに包まれた梅娘たち（第30回日田おおやま梅まつり）

● 平成22年度

 市政執行の基本的な考え方と予算の概要

● 子ども手当が支給されます
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市民の生活と経済を守り 将来の展望を切り開く 活力創造型予算

  平成22年第１回市議会定例会が２月25日から３月23日まで開催され、平成22年度に取り

組む事業及び実施に必要な予算が決定しました。今号では、市長の市政執行の基本的な考え

方と予算の概要についてお知らせします。
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世世
界
的
経
済
危
機
、
政
権

交
代
な
ど
日
田
市
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
環
境

の
下
に
あ
り
ま
す
。
市
内
で
の
景

気
の
回
復
や
雇
用
確
保
、
市
民
が

活
力
を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
等
を
実
践
し
て
い
く

た
め
に
は
、
市
民
と
行
政
が
知
恵

を
結
集
し
、
よ
り
一
層
の
努
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

 
新
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
市

税
の
減
収
は
地
方
交
付
税
の
増
額

で
補
わ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

昨
年
度
と
同
規
模
の
一
般
財
源
を

確
保
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一

方
で
は
、
依
然
と
し
て
経
常
的
な

収
入
の
大
半
が
、
経
常
的
に
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
支
出
に
充
て

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
に
あ

り
、
慎
重
な
財
政
運
営
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

ま
ず
は
﹁
景
気
・
雇
用
対
策
﹂
に

力
を
入
れ
な
が
ら
﹁
楽
し
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
﹂
と

共
に
﹁
将
来
を
見
据
え
日
田
市
の

活
性
化
に
向
け
た
取
組
︵
日
田
の

活
力
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︶
﹂
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

厳
し
い
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
目
線

に
立
ち
、
現
場
主
義
に
徹
し
、﹁
元

気
で
活
躍
で
き
る
日
田
﹂﹁
将
来
に

夢
と
希
望
の
持
て
る
日
田
﹂﹁
楽
し

く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
田
﹂
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

 
ま
た
、
平
成
22
年
度
は
、
守
る

だ
け
で
な
く
、
将
来
に
向
け
攻
め

に
転
じ
て
い
く
と
い
う
気
概
を
持

っ
て
、
市
政
執
行
に
あ
た
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

 
今
年
は
日
田
市
制
70
周
年
、
合

併
５
周
年
の
節
目
の
年
で
す
。
こ

れ
ま
で
日
田
市
を
作
っ
て
こ
ら
れ

た
多
く
の
先
人
の
お
か
げ
で
現
在

の
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
あ
る
こ
と

日日
 
 
 
 
田
市
の
平
成
22
年
度
一

 
 
 
 
般
会
計
当
初
予
算
は
、

 
 
 
 
３
６
３
億
８
７
０
６
万 

３
千
円
と
、
前
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
に
比
べ
、
2.4
％
増
と
な
り

ま
す
。

 

 
歳
入
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
市
税

で
す
が
、
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、

前
年
度
比
1.0
％
減
の
74
億
５
７
０

０
万
円
の
税
収
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

国
の
措
置
に
よ
り
増
額
が
期
待
で

き
、
7.0
％
増
の
１
３
３
億
１
千
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

 
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
44

億
６
５
６
８
万
１
千
円
で
、
前
年

度  

比
35.6
％
と
大
幅
な
増
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
平
成
22
年
度

よ
り
創
設
さ
れ
る
子
ど
も
手
当
に

よ
る
国
庫
負
担
金
の
増
が
主
な
も

の
で
す
。

 

 
市
債
に
つ
い
て
は
、
元
利
償
還

に
高
率
の
交
付
税
措
置
の
あ
る
旧

合
併
特
例
債
、
辺
地
・
過
疎
対
策

事
業
債
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
借

入
れ
を
基
本
と
し
、
前
年
度
よ
り

２
０
４
０
万
円
減
の
38
億
５
２
０

万
円
の
起
債
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
全
体
と
し
て
歳
出
を
ま
か

な
う
た
め
に
は
不
足
が
生
じ
る
の

で
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
２
億
４

５
４
３
万
２
千
円
を
繰
り
入
れ
て

い
ま
す
。

 

 
歳
出
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
厳

し
い
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
景
気
・

雇
用
対
策
の
積
極
的
な
対
応
を
図

る
こ
と
を
重
点
と
し
、
予
算
を
編

成
し
て
い
ま
す
。

 
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
各
分
野
ご

と
に
説
明
し
ま
す
。

を
考
え
、
今
の
私
た
ち
が
ど
の
よ

う
な
日
田
市
を
次
の
世
代
に
渡
し

て
い
く
の
か
を
考
え
る
１
年
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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① 景気・雇用対策

■ 中小企業振興資金特別融資事業

 緊急経済対策として、中小企業振興資金特別融資制度を不況業種

を対象に一定条件の下で継続し、運転・設備資金の保証料の全額及

び３年間の利子補給を行う市内中小企業の経営維持・安定化に向け、

支援を行います。

■ 地域商品券発行特別支援事業

 市内の消費拡大、地域経済の活性化を図るため、経済団体が行う

地域商品券（水郷ひたプレミアム付き商品券）発行事業に要する費

用の助成を行います。

■ 日田材需要拡大緊急対策事業

  日田材の需要拡大と地域経済の活性化に資するため、木造住宅の

新築、リフォームに対して日田材の現物支給等を行うとともに、新

たな需要として期待されるマンションのリフォームについてモニタ

ー調査を行います。

■ 各種建設事業等

 市道整備、生活に密着した市道の改良、側溝の整備等を経済対策

として行います。また、市民に憩いと安らぎのある快適な空間を提

供するための公園（ウッドコンビナート公園・田来原公園・萩尾公

園・大原公園等）整備や小・中学校の安全・安心のための校舎の耐

震化（咸宜小学校校舎、南部中学校校舎、東有田中学校屋内運動場）

を行います。

■ 地場産品販路拡大事業

 ３月に行った「天領のまち大丸・日田展」は大好評でした。新年

度も引き続き 九州の大消費地である福岡都市圏を対象に、地場産品

の販売や観光ツーリズムのＰＲを積極的に行い、知名度の向上、販

路拡大、誘客促進に取り組みます。
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② 日田の活力創造プロジェクト

■ 隈地区観光再生プロジェクト

  観光は裾野の広い産業であり、隈地区が観光のにぎわいを取り

戻すことは日田市の振興発展の上から欠かせないことです。

  このため、全国に自慢できるが現在稼働率が低い状況にある遊

船や鵜飼の利活用の在り方を検討し、集客の目玉にするべく関係

者と協議していきます。また、三隈川の魅力アップにつながるラ

イトアップ等に取り組みます。

■ 「ひた宝さがし」プロジェクト

  日田市には、豊かな自然、景観、歴史や文化、恵みを生かした

郷土料理、優れた産業の営みや生活など素晴らしいものがたくさ

んあり、これらは日田の宝です。市民からの具体的な提案を受け、

日田の宝の再確認、新発見を行い、宝の活用を考え、宝の力を生

み出すとともに新しい価値の創造を図り、新たな経済的効果の創

出や地域づくり、地域振興の新たな展開を図ります。

■ 「咸宜園」の世界遺産登録推進プロジェクト

  水戸市、足利市、備前市と共に私塾「咸宜園」を近世日本の学

問

・教育遺産群として世界遺産登録を目指す取組を始めます。

  この取組を通じ、咸宜園を生み出した天領日田の歴史文化、当

時の日田の力を改めて市民と共に認識し、現在の日田の情報発信

につなげていきます。

■ 「岩澤重夫画伯記念館（仮称）」の設置検討プロジェクト

  名誉市民であり文化功労者である故岩澤画伯の作品等の寄贈を

受け、市内外の方に作品等を鑑賞してもらうため記念館整備に向

け検討を行います。

■ 青年の海外派遣プロジェクト

  我が国は成熟化社会を迎えており、次世代の日田市を担う若者

グループを成熟化社会先進国であるヨーロッパへ派遣し、様々な

知識の習得やそれぞれの国や社会の事情を学んでもらい、これか

らの日田市づくりに生かしてもらいます。
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③ 元気で活躍する日田

■ 企業の誘致

 依然として厳しい景気状況から建設着工時期が未定となっている

日田キヤノンマテリアル株式会社の工場建設については、景気動向

を注視しつつ、年度内着工を強く働きかけるとともに、引き続き市

道改良などの周辺環境の整備を進めます。また、夜明地区に誘致を

進めている食品関連企業の立地に係る進入道路整備や本市縁故者か

らの企業情報の収集強化による新たな誘致を図ります。

■ 地場産業の振興

  引き続き中小企業振興資金特別融資制度、季節資金などの他の制

度資金による市内中小企業の経営の安定化に向けた取組を支援しま

す。また、日田市トータルデザイン顧問のアドバイスにより地場産

品のブランド力の強化を図るとともに、福岡都市圏を対象とした地

場産品売り込みのための物産展などを開催し、販売強化・販路拡大

に取り組みます。さらに、日田市の台所として、唯一の卸売市場の

存続に向けた支援を行います。

■ 観光・ツーリズム日田の復活

 日田市観光協会と連携し、一層の誘客が図れるようテレビや雑誌

等の広告媒体を有効に活用し、観光情報の定期的かつ迅速な提供に

努めるとともに、観光客の半分を占める福岡都市圏では、ひた生活

領事館イン福岡を中心とした情報の受発信を行います。また、一定

規模の会議や催事の誘客を図るコンベンション事業や隈地区の観光

の活性化に向けた遊船・鵜飼の利活用の検討、三隈川周辺ライトア

ップ事業実施に向けた協議・検討を行います。

■ もうかる農林業の推進～「売る」「売れる」農林業

 農業振興については、日田梨の海外輸出や梨選別施設の導入に対

する支援、産直野菜の安定出荷のための産直野菜増産ミニハウス等

導入事業、農業生産基盤の整備、郷土が生んだ日本三大農学者「大

蔵永常」の没後150年を記念した顕彰事業に取り組みます。林業振

興については、造林や下刈りに対する支援、担い手の育成・確保、

森林整備地域活動支援交付金事業、林道等の生産基盤の整備等に取

り組みます。

■ 中心市街地の活性化

 中心市街地活性化のため、商店街連合会等と連携し、市内での消

費拡大の促進や空き店舗の解消に向けた取組及び商店街の中で店舗

等の新・増改築等を行う商店に対する無利子融資を継続するととも

に、活性化の牽引者となるまちづくり会社の立ち上げに向け、協議

会の発足や先進地の視察研修等を実施し、その方向性や在り方を検

討します。また、市民文化会館（パトリア日田）や中央公園を生か

したにぎわいの場の創出に努めます。
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④ 夢と希望を持てる日田

■ 「水郷日田」のブランドづくり

 清流復活の水量増加運動の推進、市内河川の水質検査の拡充、三

隈川で発生する泡の回収や分析等を進めるとともに公共下水道事業

の整備、浄化槽設置補助金の市単独の上乗せに取り組みます。また、

林業地日田ならではの森づくりのため、沿道景観整備、市有林水源

林整備、市民参加の森づくりを実施し、また、環境を守り、生活を

支える森を未来につなぐシンポジウムを開催することで「水郷日田」

「林業日田」を全国に情報発信します。

■ 農山村の活性化・小規模集落対策

  小規模集落支援、高齢者の生きがい対策としての小物野菜等の生

産意欲を高める取組、「お試し里帰り支援」によるUターン促進、

農商工連携による農山村地域の地域資源である農産物等の付加価値

や新たな産業・ビジネスの創出等の取組を推進します。有害鳥獣対

策については、捕獲、農地や林地への被害防止対策に取り組むとと

もに、捕獲の推進と獣肉の流通が新ビジネスとして展開できるよう、

処理場の建設に向け検討を進めます。

■ 「良く学びよく遊ぶ」子どもの育成

  学力向上対策、臨床心理士等による相談体制の充実、不審者事案

等の情報配信システム整備、学校施設整備等の取組を中心に、児童

生徒に「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」のバランスのとれ

た「生きる力」を育成することを目指し、さらに学校配分予算の見

直しによる公費負担の適正化に向けた改善や保護者負担の軽減や学

校給食の調理に係る光熱水費の保護者負担から公費負担への変更に

よる給食の充実等に取り組みます。

■ 子育て環境の充実

  放課後児童クラブの全小学校区への設置推進、保育サービスの充

実、認定こども園や民間保育園の施設整備費に対する補助、未就学

児童の保育・教育環境の整備に取り組みます。また、22年度は子

ども手当として月額１万３千円を中学生まで支給し、さらに、０歳

から12歳までの児童が対象となっている医療費の助成対象年齢の

拡大、22年度から児童扶養手当を新たに父子家庭にも支給するこ

とによるひとり親家庭の総合的支援等に努めます。

■ 日田の歴史・文化を守り育てる、生涯学習の充実

  本市は、長い歴史と伝統に育まれた多くの文化財を有しています。

史跡ガランドヤ古墳の保存管理計画の策定・史跡の公有化、日田祇

園山鉾の保存修理、地域に残る伝統芸能や伝統技術の保存と継承に

対する支援、歴史的町並みの保存と整備等を進め、また、小鹿田焼

陶芸館の建替えに着手します。さらに、少子高齢化が進む中、お年

寄りを中心に地域で安心して暮らせる拠点としての地区公民館の在

り方を総合的に検討します。
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⑤ 楽しく安心して暮らせる日田

■ 地域福祉コミュニティづくり

 誰もが住み慣れた地域の中で、自分らしい生き方ができるよう、

地域福祉コミュニティづくりを進めるため、保健福祉の総合的な

施策の方向性を示す「日田市地域福祉計画」の見直しを行います。

また、地域に根ざした活動を行う日田市社会福祉協議会や民生委

員児童委員協議会などを引き続き支援します。

 さらに、災害時等の要援護者対策として、要援護者の台帳登録

を進めるなど、地域における要援護者支援体制の整備に取り組み

■ 障がい者（児）福祉、高齢者福祉の充実

  障がい者の自立した生活を促進するため、新たに障がい者を市

役所の臨時職員として採用し、雇用実績を作ることにより民間企

業での就労促進を図ります。障がいの早期発見・早期療育に向け

た地域療育セミナーの継続、障がい児を抱える世帯の介護負担の

軽減に努めます。また、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活

が続けられるよう、地域包括支援センター運営事業に取り組むと

ともに、緊急通報体制の更なる整備充実を目指します。

■ コミュニティ交通の整備促進、地域振興対策

  「日田市地域公共交通総合連携計画」の年次計画に従い、市内

中心部に循環バスの導入、デマンドバス、お出かけ支援事業など

各地域の状況に適合した交通手段の確保に向け、総合的なコミュ

ニティ交通体系の確立を目指します。また、小学校の統廃合によ

り閉校となった跡地については、それぞれの地域に応じた地域活

性化の拠点として整備を行い、周辺地域活性化対策事業については、

地域住民の様々な取組に対して助成を継続します。

■ 環境の保全、生活環境の整備

  住宅用太陽光発電設備の普及支援、マイバッグ運動の推進やご

みの減量にも引き続き取り組むとともに、環境負荷の低減や二酸

化炭素排出量の削減など環境施策の指針となる「第２次日田市環

境基本計画」を策定します。また、老朽化している公園、公営住

宅等の計画的な整備を行い、水道施設については、「日田市水道ビ

ジョン」に基づき、簡易水道統合整備事業や老朽管の更新事業を

継続し、安全で安定した水道水の供給に努めます。

■ 安全で安心して暮らせる地域づくり

  市民の生命や財産を守るための防災対策を重要な施策と位置付け、

防災行政無線のデジタル化の推進とともに、光ケーブル網による

情報告知端末の整備を行います。消防体制については、地域防災

の要である消防団の充実強化を図るため、団員の出動手当の全面

的な見直し、消防車両や防火水槽など消防設備等の充実を図ります。

また、災害防除や急傾斜地の崩壊対策、木造一戸建て住宅の簡易

耐震改修に係る費用の一部を助成します。
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⑥ 行財政改革の推進、市制70周年・合併５周年

■ 行政サービスの充実

 行政に対する期待や多様化する市民ニーズに応えるため、また、

より充実した行政サービスを提供するために、職員の政策形成能

力の向上と、高度な専門知識の習得や資質の向上を図ります。さ

らに、職員が積極的に市民の声を聴き、広く情報を収集するなど、

まず「動く」ことを第一に「現場主義」を徹底して職員の意識改

革を図ります。

■ 市民が主役のまちづくり

  多様な地域主体との連携協力を機軸としたまちづくりを進める

ため、広報紙、地域情報基盤整備事業に伴うケーブルテレビ等の

媒体を使い、積極的な情報発信による市民と行政との情報の共有

化を図るとともに、市長が直接地域に出向く「おでかけトーク か

たらん会」を開催します。また、非営利の市民活動団体等の育成

に努め、地域運営のための基本理念とルールを定めた自治基本（ま

ちづくり）条例の制定に向け、引き続き取り組んでいきます。

■ 行財政基盤の確立

  第３次日田市行政改革大綱（集中改革プラン）の計画期間が終

了したことで、効果や問題点の検証を行い、新たな大綱に向けて

の策定方針を作りながら、次期行政改革大綱を検討していきます。

■ 市制70周年・合併５周年

  今年は日田市制70周年、市町村合併により新しい日田市が誕生

して５周年を経過するという記念すべき節目の年にあたります。

市制70周年記念式典を始め、まちづくり・地域活性化の視点の「ひ

た宝さがし」、森と文化を未来につなぐシンポジウム、商工会議所

の70周年と連携したイベントの開催など、市民が参加をして楽しめ、

日田市の情報発信ができるものなどを中心に記念事業を開催します。

【問い合わせ】市長室広報広聴係 ☎２２－８２９５（市役所４階）
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会 計 名
国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
診 療 所 事 業
簡 易 水 道 事 業
給 水 施 設 事 業
公 共 下 水 道 事 業
特定環境保全公共下水道事業
農 業 集 落 排 水 事 業
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業
情 報 セ ン タ ー 事 業

予 算 額
８９億２,０８５万円

３４２万円
８億８,８６１万円

５６億５,３１１万円
１億７,４４９万円

１１億３,９０４万円
６,９１９万円

２６億４,２０２万円
４,４９９万円

２億１,３０４万円
８３７万円

２０億７４８万円

平成22年度

日田市の一般会計予算は363億8,706万円

 【地方交付税】

 どこの市町村も一定水準のサービスが提供で

きるように、国から交付されるお金。

  【市債】

 市が大きな事業をするときに国や銀行等から

借りるお金。市の借金。

 【国庫支出金】

 市が行う事業に対して国から交付されるお金。

 【分担金及び負担金】

 一定の事業で特定のサービス（利益）を受け

る方に負担してもらうお金。

特 別 会 計特 別 会 計

一 般 会 計一 般 会 計

 「 景気・雇用対策」「楽しく安心して暮らせる社会づくり」「将来を見据え本市の活性化に向けた取組」に重点を

おいて編成した平成22年度一般会計当初予算は、363億8,706万円（前年度当初予算比2.4％の増）となっています。

歳出

諸収入
17億13万円
4.7％

繰入金
5億8,315万円
1.6％

地方消費税交付金
6億8,100万円
1.9％

使用料及び手数料
6億7,177万円
1.8％

その他
3億3,288万円
0.9％

その他
1億3,650万円
0.4％

議会費
2億8,313万円
0.8％

労働費
3億1,551万円
0.9％

地方譲与税
4億3,000万円
1.2％

分担金及び負担金
3億8,056万円
1.0％

地方交付税
133億1,000万円
  36.6％

民生費
103億1,953万円
28.3％

公債費
51億8,437万円
14.2％

土木費
45億3,749万円
12.5％

総務費
43億1,517万円
11.9％

教育費
34億8,376万円
9.6％

 衛生費
24億3,240万円
6.7％

農林水産業費
21億6,196万円
5.9％

商工費
20億5,533万円
5.6％

消防費
11億6,191万円
3.2％

市税
74億5,700万円
  20.5％

市債
38億520万円
  10.4％

国庫支出金
44億6,568万円
  12.3％

 県支出金
25億6,969万円
  7.1％

歳入
363億8,706万円

363億8,706万円
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【問い合わせ】財政課財政係 ☎２２－８２１５（市役所４階）

中小企業振興資金特別融資事業（特別融資制度を継続し、保証料の
全額補助、３年間の利子補給）

 ふるさと雇用再生特別交付金事業（雇用の創出を図るための事業実
施を民間企業等に委託）

 地域商品券発行特別支援事業（市内の消費拡大、地域経済活性化を
図るため、プレミアム商品券の発行支援）

 日田材需要拡大緊急対策事業（木造住宅の新築、リフォームを対象
とした日田材の現物支給）

 林道コンクリート舗装整備事業（生活道としての利用頻度の高い林
道のコンクリート舗装）

 公園建設事業（ウッドコンビナート公園等）

 道路整備事業（市道整備等）

 企業誘致事業

 日本三大農学者大蔵永常顕彰事業（郷土の先哲大蔵永常没後150年
を記念してシンポジウムを開催、叢書を発行）

 まちづくり会社設立準備事業（収益事業の柱として観光を中心とし
た事業を検討するため準備協議会の発足）

 河川水質検査事業（市内全域の主要河川等の水質状態の監視）

 小・中学校管理費（学校配分）の見直し（小中学校の管理運営費を
見直し、保護者負担を軽減し新たに公費で負担）

 学校給食費光熱水費負担の見直し（保護者負担から公費負担に変更）

 認定こども園施設整備費補助事業（幼児教育と保育を提供する幼稚
園型認定こども園の施設整備に補助）

 子ども手当（月額１万３千円を中学生まで支給）

 世界遺産登録推進事業（咸宜園の世界遺産登録に向けた調査研究）

 岩澤重夫展・岩澤重夫作品保存事業（故岩澤重夫画伯の作品展の開
催、記念館設置の検討）

 青年海外派遣事業（これからの本市を担う青年をヨーロッパに派遣
し、国際化社会に対応した人材を育成）

 妊産婦健康診査事業（健康診査費への助成）

 市内循環バス導入事業（市内中心部を循環するバスを導入）

 上・中津江デマンドバス運行事業（上・中津江地区のデマンドバス
を統合し、栃原～松原間を運行）

 周辺地域活性化対策事業（振興局、振興センター管内の地域振興に
資する活動への助成）

 消防団員出動交付金の見直し（出動交付金の全面改定）

 ＮＰＯ育成事業（非営利の市民活動団体等の活動支援）

 自治基本（まちづくり）条例策定事業

 日田市制70周年記念式典事業

 ひた宝さがしプロジェクト事業（本市の自然環境、歴史文化等、多
くの宝を再認識し、地域振興の新たな展開を図る）

 市制70周年記念イベント事業（「木と食と匠の祭典（仮称）」を開催
し、地場産業の活性化を図る）

景 気 ・ 雇 用 対 策

元気で活躍する日田

夢 と 希 望 を
持 て る 日 田

楽 し く 安 心 し て
暮 ら せ る 日 田

行財政改革の推進

市 制 70 周 年
合 併 ５ 周 年

10億5,086万円

 １億3,997万円

 5,450万円

 6,769万円

 5,000万円

 ５億1,910万円

 18億227万円

 3,122万円

 500万円

 150万円

 969万円

 8,533万円

 1,465万円

 2,600万円

 11億7,672万円

 615万円

 1,101万円

 710万円

 6,267万円

 3,110万円

 4,472万円

 4,300万円

 1,983万円

 56万円

 80万円

 400万円

 600万円

 1,500万円

※１万円未満の金額は、四捨五入しています。

区分 事業名 予算額

■ 主 な 事 業 一 覧

そうしょ
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申
請
が
必
要
な
方

 

 
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
中

学
校
２
・
３
年
生
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者

 

 
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
中

学
校
１
年
生
以
下
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
で
、
平
成
21
年
度

の
児
童
手
当
が
所
得
超
過
の
た

め
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
申

請
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

 

※
平
成
22
年
３
月
ま
で
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
た
保
護
者
は
、

子
ど
も
手
当
の
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
手
当
の

申
請
が
免
除
さ
れ
る
方
に
つ
い

て
は
、
13
ペ
ー
ジ
の
子
ど
も
手

当
Ｑ
＆
Ａ
︵
１.

新
た
に
申
請

が
必
要
な
方
に
つ
い
て
︶
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

  

申
請
方
法

 

・
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
対

象
と
な
る
子
ど
も
と
保
護
者
の

住
所
が
市
内
に
あ
る
方

 

 
４
月
中
旬
に
申
請
に
必
要
な
書

類
等
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書

類
を
添
え
て
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
ど
も
未
来
室
、
各
振
興
局
の

窓
口
で
も
申
請
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

 

・
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
対

象
と
な
る
子
ど
も
の
住
所
が
市

外
に
あ
る
方

 

 
申
請
に
必
要
な
書
類
等
の
送
付

が
で
き
な
い
た
め
、
必
ず
こ
ど

も
未
来
室
又
は
各
振
興
局
の
窓

口
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

支
給
額

 

 

子
ど
も
一
人
当
た
り
一
律
、
月
額

１
万
３
０
０
０
円

※
支
給
額
に
は
、
児
童
手
当
を
含

み
ま
す
。
詳
細
は
、
13
ペ
ー
ジ

の
子
ど
も
手
当
Ｑ
＆
Ａ
︵
４.

支
給
額
に
つ
い
て
︶
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 

支
給
月

 

 

６
月
、
10
月
、
２
月

 

申
請
に
係
る
経
過
措
置

 

 
新
た
に
申
請
が
必
要
な
方
の
う

ち
、
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で

市
内
に
住
所
が
あ
る
保
護
者
は
、

平
成
22
年
９
月
30
日
ま
で
に
申
請

を
行
え
ば
、
平
成
22
年
４
月
分
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
子
ど
も
手
当
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  ４月以降、中学校修了までの子どもを対象に子ども手当が支給されます。

  中学生の子どもを持つ保護者や児童手当を所得超過のため受給していない保

護者は、新たに子ども手当の申請を行ってください。

  申請が必要な方には、４月中旬に申請に必要な書類等を送付します。
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ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
を

 
子
ど
も
手
当
Ｑ
＆
Ａ

  １．

新
た
に
申
請
が
必
要
な
方
に

 
つ
い
て

  

Ｑ
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
支

給
対
象
者
で
中
学
校
２
年
生
と

小
学
生
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
は
、
子
ど
も
手
当
の
申
請
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

 

Ａ
中
学
校
１
年
生
以
下
の
子
ど
も

の
み
を
持
つ
保
護
者
で
、
平
成

22
年
３
月
末
時
点
で
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
る
保
護
者
は
、

子
ど
も
手
当
の
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
中
学
校
２
年
生
の
子

ど
も
を
持
つ
こ
の
場
合
は
、
申

請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

Ｑ
単
身
赴
任
等
で
、
保
護
者
の
み

が
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
中
学

校
２
・
３
年
生
の
子
ど
も
が
市

外
に
住
所
が
あ
る
場
合
は
、
ど

こ
で
申
請
を
行
え
ば
良
い
で
す

か
。

  

Ａ
単
身
赴
任
等
で
保
護
者
の
み
市

内
に
住
所
が
あ
る
場
合
は
、
日

田
市
で
申
請
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

 
な
お
、
保
護
者
の
み
市
内
に
住

所
が
あ
る
方
は
、
申
請
書
等
の

送
付
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
ど

も
未
来
室
、
各
振
興
局
の
窓
口

で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
子
ど
も
手
当
は
、
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
か
。

 

Ａ
子
ど
も
手
当
は
、
所
得
制
限
を

設
け
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

平
成
21
年
度
に
所
得
超
過
で
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方

は
、
子
ど
も
手
当
の
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

 

２．

受
給
者
に
つ
い
て

  

Ｑ
父
と
母
が
２
人
で
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
場
合
、
子
ど
も
手

当
の
受
給
者
は
ど
ち
ら
に
な
り

ま
す
か
。

Ａ
子
ど
も
を
父
と
母
で
養
育
し
て

い
る
場
合
は
、
主
に
生
計
を
維

持
す
る
方
が
受
給
者
と
な
り
ま

す
。

   

３．

申
請
に
係
る
経
過
措
置
に
つ

 
い
て

Ｑ
新
た
に
申
請
が
必
要
で
、
４
月

１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が
あ

る
方
が
、
10
月
１
日
以
降
に
子

ど
も
手
当
の
申
請
を
行
っ
た
場

合
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
４
月
分
か

ら
の
支
給
は
で
き
ま
す
か
。

 

Ａ
10
月
１
日
以
降
に
子
ど
も
手
当

の
申
請
を
行
っ
た
場
合
は
、
申

請
に
係
る
経
過
措
置
の
申
請
期

限
︵
平
成
22
年
９
月
30
日
︶
を

過
ぎ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
４
月

分
か
ら
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
を
行
っ
た
月
の
翌
月
分
か

ら
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

 

４．

支
給
額
に
つ
い
て

 

Ｑ
子
ど
も
手
当
︵
１
万
３
０
０
０

円
︶
と
別
に
、
こ
れ
ま
で
支
給

さ
れ
て
い
た
児
童
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
か
？

Ａ
４
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
︵
１

万
３
０
０
０
円
︶
は
、
４
月
以

降
の
児
童
手
当
を
含
ん
で
支
給

す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
手
当

と
別
に
児
童
手
当
の
支
給
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
。

５．

支
給
月
に
つ
い
て

Ｑ
平
成
22
年
２
・
３
月
分
の
児
童
手

当
と
４
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手

当
は
何
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
か
。

 

Ａ
平
成
22
年
２
・
３
月
分
の
児
童

手
当
は
、
子
ど
も
手
当
の
４
・

５
月
分
と
同
時
に
、
６
月
初
旬

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

 
児
童
手
当
、
子
ど
も
手
当
の
支

給
月
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

児
童
手
当

 

・
平
成
22
年
２
・
３
月
分

 

 
 
 
 
 
 
６
月
初
旬
に
支
給

 

子
ど
も
手
当

 

・
４
・
５
月
分

 

 
 
 
 
 
 
６
月
初
旬
に
支
給

 

・
６
～
９
月
分

 
 
 
 
 
  

10
月
初
旬
に
支
給

 

・
10
～
１
月
分

 
 
 
 
 
  

２
月
初
旬
に
支
給

 

※
支
給
日
は
、﹁
広
報
ひ
た
﹂
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

 

※
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
詳
細
は
、

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  ︻
問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口
︼

 

こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

☎
 
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階
︶

 

天
瀬
振
興
局
 
 
☎
 
８
２
０
４

大
山
振
興
局
 
 
☎
 
３
１
０
１

 

前
津
江
振
興
局
 
☎
 
２
１
１
１

 

中
津
江
振
興
局
 
☎
 
３
１
１
１

 

上
津
江
振
興
局
 
☎
 
２
０
１
１
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 市では、子どもの健康状態に合わ

せて予防接種を受けることができる

ように個別接種を行っています。

  子どもは、病気にかかると重症化

しやすいので、予防接種を受けて免

疫を付けましょう。

 

 
予
防
接
種
は
、
左
ペ
ー
ジ
の
医

療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

事
前
に
予
約
し
、
子
ど
も
の
体
調

の
良
い
と
き
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

 

 
予
防
接
種
の
種
類
や
年
齢
は
、

下
記
の
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

 

乳
幼
児
対
象
の
予
防
接
種

 

 
出
生
や
転
入
の
届
出
が
あ
っ
た

翌
月
に
、
次
の
２
つ
を
郵
送
し
ま
す
。

 

・﹁
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
﹂

 
の
冊
子

 

・
乳
幼
児
期
に
受
け
る
予
防
接
種

 
の
予
診
票

 

※
予
診
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、

 
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

※
予
診
票
は
、
子
ど
も
の
健
康
状

態
を
把
握
す
る
た
め
の
大
切
な

書
類
で
す
。
保
護
者
の
方
が
責

任
を
持
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

    

接
種
は
計
画
的
に

  

事
前
に
送
付
す
る
﹁
予
防
接
種

と
子
ど
も
の
健
康
﹂
を
よ
く
読
み
、

予
防
接
種
の
必
要
性
や
副
反
応
を

正
し
く
理
解
し
た
上
で
接
種
計
画

を
立
て
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

 

※
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、

必
ず
﹁
母
子
健
康
手
帳
﹂
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
生
の
予
防
接
種 

 

 
予
診
票
は
、
各
学
校
を
通
じ
て

送
付
し
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
方

が
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

ポ
リ
オ

 

・
接
種
期
間

 

 
４
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

 
10
月
１
日
㈮
～
30
日
㈯

※
４
月
分
の
申
込
期
限
は
４
月
23

 
日
で
す
。

 

・
申
込
先
・
実
施
医
療
機
関

 

麻
生
小
児
科

☎
 
２
３
２
３
︵
淡
窓
２
丁
目) 

下
飛
田
小
児
科

☎
 
１
１
４
８
︵
中
央
１
丁
目) 

坂
東
小
児
科

☎
 
３
３
０
０
︵
誠
和
町
︶

こ
じ
か
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
 
８
７
７
１
︵
清
岸
寺
町
︶

 

奥
平
医
院

☎
 
３
０
２
１
︵
中
津
江
村
栃
野
︶

 

※
必
ず
電
話
で
申
し
込
み
、
接
種

 
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
地
域
保
健
課
に
お
問

 
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

日
本
脳
炎

 

 
平
成
21
年
６
月
か
ら
﹁
乾
燥
細

胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
﹂
が

第
１
期
予
防
接
種
に
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
医
師

の
説
明
を
受
け
た
上
で
接
種
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

※
予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
の
差

し
控
え
に
よ
る
接
種
対
象
期
間

を
超
過
し
た
方
に
対
す
る
経
過

措
置
や
﹁
乾
燥
細
胞
培
養
日
本

脳
炎
ワ
ク
チ
ン
﹂
の
第
２
期
対

象
者
へ
の
使
用
は
、
国
に
お
い

て
検
討
中
で
す
。

生後３～12か月に達するまでに20～56日の間
隔で３回接種

５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間に１
回接種  

３歳のときに６～28日の間隔で２回接種

４歳のときに１回接種

初回（３回目）接種後12～18か月に達するま
でに１回接種

生後３～６か月未満の間に１回接種(家族内に結核患者
が発生した場合は３か月未満で受けることもできます)   

生後３～18か月に達するまでに41日以上の間隔で２回
接種   

生後12～24か月に達するまでに１回接種

種  類
次の予防接種を受ける

までに必要な期間
接種年齢（標準的接種年齢）

三 種 混 合

日 本 脳 炎

B C G

ポ リ オ

麻しん(はしか)
・風しん混合
【ＭＲワクチン】

麻しん(はしか)
・風しん混合
【ＭＲワクチン】

初回

追加

１期

２期

６日以上

６日以上

27日以上

27日以上

27日以上

１期

２期 ９歳

11歳

追加

初回

〈乳幼児対象〉

種  類
次の予防接種を受ける

までに必要な期間
接種年齢（標準的接種年齢）

二 種 混 合

日 本 脳 炎
６日以上

〈小学生対象〉

３期 中学校１年生に相当する年齢の方

４期 高校３年生に相当する年齢の方

種  類 接種年齢（標準的接種年齢）

〈中学生・高校生対象〉

※三種混合 ＝ ジフテリア・破傷風・百日ぜきの混合ワクチン

※二種混合 ＝ ジフテリア・破傷風の混合ワクチン

 麻しん・風しん混合ワクチンの接種を行いましょう
  麻しんワクチンの予防接種を１回しか受けていない世代の方のために、平成20年４月か
ら２回目の予防接種を行っています。
 ・対象者 中学校１年生と高校３年生に相当する年齢の方
 ※予防接種は、麻しん流行が予想される前の４～６月の間に行いましょう。
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8:30～12:00

13:30～17:30

8:30～12:00

9:00～11:30

13:30～17:00

9:00～11:30

13:30～14:30

16:00～17:00

9:00～17:00

9:00～12:00

14:00～17:30

14:00～17:00

8:30～18:00

8:30～15:00

13:30～17:00

9:00～12:00

11:00～12:00

   

8:30～17:30

11:00～12:00

14:00～16:00

14:00～16:00

14:00～15:00

15:30～16:30

15:00～17:00

13:00～13:30

14:30～15:30

14:00～17:00

9:00～12:00

14:00～17:00

9:00～12:00

8:30～18:00

8:30～12:30

9:00～17:00

9:00～12:30

9:00～19:00

9:00～12:30

9:00～16:00

14:00～17:00

14:00～17:00

10:00～12:00

14:00～14:30

9:00～11:30

13:30～17:30

9:00～11:30

15:30～16:30

月～金（乳幼児を除く）

土（乳幼児を除く）

月～金

土

月～金

月・火・金・土

木

月～金（乳幼児を除く）

月～金

月～金

土

 月・火・水・金（中学・高校生のみ）

月～金

火・水・木・土

水

月～金

月・水・金

月～金

月～金

土

月・水・金

月～土

月

月・水・木・金

月～金

月～金

土

月～金

土

月～金（乳幼児を除く）

土（乳幼児を除く）

月・火・木・金（乳幼児を除く）

水（乳幼児を除く）

土（乳幼児を除く）

月・火・水・金

月～金

月～金

火・木

月・火・木・金

水

月・火・木・金

2 3 － 0 8 0 8

2 4 － 2 3 2 3

5 7 － 2 3 8 8

2 3 － 4 1 5 3

2 2 － 6 1 6 1

2 2 － 3 1 3 1

5 4 － 3 0 2 1

2 3 － 8 1 2 3

2 2 － 0 0 3 3

2 2 － 1 2 3 1

2 8 － 8 7 7 1

2 3 － 8 3 8 6

2 8 － 2 2 2 0

2 2 － 1 1 7 0

2 4 － 1 1 4 8

2 3 － 6 1 1 5

2 2 － 1 6 0 0

2 2 － 3 2 9 2

2 4 － 3 3 5 5

2 2 － 7 1 5 1

2 2 － 3 3 0 0

2 3 － 6 0 0 9

2 2 － 1 6 4 8

2 2 － 2 6 6 2

2 4 － 4 1 5 5

2 2 － 7 1 7 1

5 2 － 2 0 1 7

2 4 － 1 1 0 0

5 4 － 3 0 0 1

5 7 － 2 5 0 0

豆田町

淡窓２丁目

天瀬町赤岩

豆田町

淡窓２丁目

隈２丁目

中津江村栃野

石井町２丁目

隈１丁目

城町１丁目

清岸寺町

若宮町

大肥本町

田島１丁目

中央１丁目

元町

銭渕町

本町

田島２丁目

三本松２丁目

誠和町

天神町

清岸寺町

新治町

中央１丁目

南元町

大山町西大山

清水町

上津江町川原

天瀬町合田

秋吉病院

麻生小児科医院

天瀬温泉病院

石井産婦人科

岩尾病院

大河原病院

奥平医院

河津内科呼吸器科

隈診療所

桂林胃腸科循環器科病院

こじかこどもクリニック

五反田胃腸科外科病院

齊藤医院

佐藤内科医院

下飛田小児科

城谷病院

聖陵岩里病院

膳所医院

新関内科医院

原病院

坂東小児科

日野内科

福田医院

堀田クリニック

松浦クリニック

若宮病院

渡辺医院

済生会日田病院

市立上津江診療所

市立東渓診療所

医療機関 住所 電話番号 実施曜日 実施時間

■乳幼児 三種混合、麻しん・風しん混合、日本脳炎、ＢＣＧ

■小学生 日本脳炎、二種混合

■中学校１年生及び高校３年生に相当する年齢の方 麻しん・風しん混合

※個別接種を受けるときは、医療機関に電話で予約をしてください。  

平成22年度 個別接種実施医療機関

【問い合わせ】地域保健課保健医療係 ☎ ２２－８２３１（市役所１階）

※乳幼児のポリオ個別接種は14ページを参照してください。

午後（要予約）
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ま
ち
の

わ
だ
い

   3月６・７日、中央公民館で「第11回日田市中央公民

館学習発表会」が行われた。

  中央公民館教室・クラブの受講生によるこの発表会は、

キーハープや社交ダンス、合唱などを披露する芸能発表

会、はがき絵、絵画、パソコン、書道などの作品を展示

する創作文化展が行われ、終日多くの来場者でにぎわっ

た。

  また今年は、会場に願い事や思いを書いた黄色いハン

カチも飾られ、会場に花を添えた。

   ３月２日、平成21年度農林水産大臣表彰を受けられ

た綾垣弘さんが市長に受賞報告を行った。

  綾垣さんは、農業委員会委員として、前津江村の農業

発展のため農地の流動化に取り組み、次世代を担う若年

農業委員の育成に力を注いだ。また、無農薬有機栽培に

着目し、合鴨水稲栽培に取り組んだ。

  市長は「市の農業の発展や担い手作りのため、これか

らも農業に携わる皆さんを支援していきます」と話した。

  ３月３日から８日までの６日間、福岡市の博多大丸福

岡天神店で「天領のまち 大丸・日田展」が開催された。

  この催しは、福岡都市圏への日田市の地場産品の販路

拡大と観光PRを目的に、昨年10月に福岡市天神で開催

された「天神ぐるぐる日田」に続く第２弾の取組。

  期間中、本館８階催事場では市内87業者による食品、

工芸品などの物産販売、また、１階パサージュ広場では、

砂金採りや日田祇園囃子の演奏などのイベントが行われ、

６日間で約３万人が会場に足を運んだ。

日 田の魅力ある特産品をＰＲ

平 成21年度 農林水産大臣表彰を受賞

学 ぶ楽しさ味わって

ひろむ
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高 めよう地域の教育力

  ３月６日、「ひろがる、つながる、まあるい地域」を

テーマに、第37回日田市社会教育振興大会が中央公民

館で開催され、社会教育の振興に功績のあった５人と５

団体が表彰された。続いて、岡田正彦さん（大分大学高

等教育開発センター准教授）が、すべての人が豊かな人

生を送ることができるように、家庭・学校・地域が連携

して社会教育の取組を地域社会全体に広げ高めることの

重要性などについて講演を行った。

身 近なところから緑を増やそう

 ３月12日、中城体育館横で環境緑化木の無料配布と

緑の募金活動が行われた。

  この取組は、家庭などの身近な場所で緑を育ててもら

おうと春と秋に毎年実施されているもので、この日はツ

ツジやキンモクセイ、ハナミズキなど15種類の苗木200

本が準備された。

  会場には、時間前から訪れた人たちが長蛇の列を作り、

自分好みの苗木を自宅に持ち帰った。

夏 の風物詩 鵜飼を知ろう

  ３月７日、パトリア日田で「ひたの鵜飼シンポジウム

～鵜飼の魅力と伝承～」が開催された。

  シンポジウムでは、篠原徹さん（国立歴史民俗博物館

名誉教授）による基調講演、別府大学の協力で行った日

田の鵜飼調査の報告のほか、山下純司さん（岐阜長良川

鵜飼 鵜匠代表）、澤木万理子さん（宇治市女性鵜匠）な

どを招き、鵜飼の魅力についてのパネルディスカッショ

ンが行われ、訪れた方は熱心に耳を傾けていた。

梅 の香りに誘われて

  第30回日田おおやま梅まつり期間中の３月７日、お

おくぼ台梅園でメインイベントが開催された。

  メインイベントでは、梅娘に選ばれた７名の認証式、

豊作祈願祭などの神事が行われた後、餅まきや大山ジュ

ニアマーチングバンドの演奏、昭和学園高校バトン部に

よる演技、野点など様々な催しが行われた。

  小雨が降る中にもかかわらず、市内外から訪れた多く

の方は、一面に咲く梅の花を楽しんだ。
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架
空
請
求
に
ご
注
意
！

 

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴

い
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
メ

ー
ル
を
利
用
し
た
架
空
請
求
に
関

す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

 
主
な
メ
ー
ル
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

 

 
﹁
携
帯
端
末
で
、
以
前
登
録
し

た
総
合
情
報
サ
イ
ト
の
退
会
処
理

が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
登
録
料
金
が

発
生
し
未
払
い
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡

の
な
い
場
合
は
、
ご
利
用
規
約
に

伴
い
お
客
様
の
身
辺
調
査
に
入
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
調
査
後
は
、

運
営
サ
イ
ト
が
ご
自
宅
や
勤
務
先

を
訪
問
し
て
料
金
回
収
を
行
っ
た

り
、
裁
判
に
よ
る
訴
訟
を
行
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
﹂

 

 
代
金
等
を
支
払
う
義
務
が
あ
る

の
は
、
そ
の
事
業
者
か
ら
商
品
を

購
入
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
有
料

で
利
用
す
る
契
約
を
締
結
し
た
場

合
で
す
。

 

 
身
に
覚
え
の
な
い
架
空
請
求
や

不
当
請
求
を
受
け
た
場
合
は
、
支

払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

※
消
費
者
問
題
に
関
す
る
ご
相
談

は
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 

☎
０
５
７
０-

０
６
４-

３
７
０

 

商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働
福

祉
係

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

 

 
日
田
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
本
部
を
３
月
18
日
に
解
散
し

た
こ
と
に
よ
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
専
用
携
帯
電
話
の
使
用
を

中
止
し
ま
し
た
。
今
後
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、左
記
で
対
応
し
ま
す
。︵
平

日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
︶

 

地
域
保
健
課
保
健
医
療
係

☎
 
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階)

 
日
田
市
教
育
委
員
会
会
議
は
、

原
則
、
毎
月
１
回
、
最
後
の
水
曜

日
に
開
催
︵
必
要
に
応
じ
て
臨
時

会
を
開
催
︶
し
、
ど
な
た
で
も
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
審
議
す
る
案
件
に
よ
っ
て
は
、

非
公
開
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

※
開
催
予
定
日
は
、
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

※
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

☎
 
８
２
３
４
︵
市
役
所
別
館

３
階
︶

問

問

日
田
市
教
育
委
員
会
会
議
の
傍
聴

日
田
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
本
部
を
解
散

お
知
ら
せ

 良質な泉質で知られ、別府、湯布院と並ぶ豊後三大

温泉の一つである天ヶ瀬温泉の温泉街で、今年も恒例

のあまがせ温泉まつりが開催されます。

 

■ とき・ところ（メイン会場）

   ４月11日㈰ 天瀬公民館

 天ヶ瀬座「素人芝居」

■時 間 【昼の部】午後１時～ 【夜の部】午後６時～

■ところ 天瀬公民館

■入場料 無料

 温泉まつりどんたく隊

■時間・ところ

 午前８時30分～ 温泉街（一帯を練り歩きます）

  午前11時～ 天瀬公民館前お祭り広場

 日田林工吹奏学部演奏会

■時間・ところ

  午前11時～ 天瀬公民館前お祭り広場

 ※このほか足湯体験、まんぷく屋台もあります。

 【問い合わせ】

  日田市観光協会天瀬支部  ☎�２１６６

  天ヶ瀬温泉旅館組合    ☎�３４６６

  天瀬振興局産業建設課   ☎�３１４７
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堆
肥
販
売

 

■
受
付
日

 
４
月
12
日
㈪
～
14
日
㈬

 

 
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 

※
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
販
売
方
法
 
予
約
受
付
順
に
、

生
産
に
合
わ
せ
て
配
布
の
連
絡

を
し
ま
す
。

 

■
内
容
 
袋
詰
め
堆
肥
15
キ
ロ
袋

︵
一
人
20
袋
ま
で
︶

 

■
成
分
 
窒
素
2.5
％
、
リ
ン
4.6
％
、

加
里
︵
カ
リ
ウ
ム
︶
0.4
％

 

■
販
売
手
数
料
 
一
袋
50
円

 

液
肥
配
布
︵
無
料
︶

 

 
液
肥
は
、
堆
肥
を
作
る
前
の
液

体
肥
料
で
す
。
３
～
５
倍
に
薄
め

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
配
布
方
法
 
随
時
、
配
布
し
ま

す
の
で
、
ポ
リ
容
器
等
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
大
量
に
必
要

な
場
合
は
、
事
前
に
連
絡
が
必

要
で
す
。

 

■
成
分
 
窒
素
0.28
％
、
リ
ン
0.02
％
、

加
里
︵
カ
リ
ウ
ム
︶
0.1
％

 

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー

 

☎
 
５
８
１
１

    

 
は
か
り
︵
計
量
器
︶
を
商
品
の

販
売
、
農
水
産
物
の
出
荷
・
販
売
、

薬
の
調
剤
、
健
康
診
断
、
診
療
等

に
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
２
年

ご
と
に
大
分
県
が
行
う
定
期
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

■
定
期
検
査
実
施
日

 

 
５
月
20
日
㈭
～
６
月
９
日
㈪

 

※
前
回
受
検
者
に
は
個
別
に
通
知

し
ま
す
。

 

※
取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
は
か

り
を
新
規
に
購
入
さ
れ
た
方
等

で
、
こ
れ
ま
で
に
検
査
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
方
、
取
引
、
証

明
へ
の
使
用
を
廃
止
さ
れ
た
方

は
、
４
月
16
日
ま
で
に
商
工
労

政
課
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

 

※
検
査
に
関
す
る
詳
細
は
、
大
分

県
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

大
分
県
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７-

５
９
６-
７
１
０
０

商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

福
祉
係

 
☎
 
８
２
３
９
︵
市
役
所
６
階) 

    

 
固
定
資
産
税
の
土
地
の
評
価
額

は
、
基
準
年
度
︵
平
成
21
年
度
︶

に
行
わ
れ
た
評
価
替
え
の
価
格
を

３
年
間
据
え
置
く
こ
と
が
原
則
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
価

の
下
落
に
伴
い
、
日
田
市
の
大
部

分
の
地
域
で
平
成
22
年
度
の
宅
地

の
価
格
の
下
落
修
正
を
行
い
ま
し

た
。

 

 
詳
細
は
、
下
記
又
は
各
振
興
局
、

各
振
興
セ
ン
タ
ー
の
土
地
台
帳
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

税
務
課
資
産
税
係

 
☎
 
８
２
０
６
︵
市
役
所
１
階) 

    

 
市
で
は
、
地
方
振
興
各
種
事
業

補
助
金
制
度
で
自
治
会
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
団
体
が

行
う
地
域
の
生
活
環
境
整
備
事
業

等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
の
中
で
平
成
22
年
度
か
ら
は
、

ま
ち
づ
く
り
や
人
づ
く
り
を
目
指

す
次
の
取
組
も
支
援
し
ま
す
。

 

ま
ち
づ
く
り
活
動
事
業

 

■
対
象
団
体
 
振
興
局
及
び
振
興

セ
ン
タ
ー
管
内
を
除
く
地
域
で
、

自
治
会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
す
る
団
体
等

 

■
対
象
事
業
 

①
自
然
の
活
用
及
び
自
然
環
境
の

保
全
等
に
係
る
事
業

②
景
観
、
歴
史
、
文
化
等
を
活
用

し
た
事
業

③
生
活
環
境
の
保
全
・
美
化
に
関

す
る
事
業

 

④
地
域
間
、
あ
る
い
は
国
際
間
の

交
流
に
関
す
る
事
業

 

⑤
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
事
業

⑥
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業
で
あ

り
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る

も
の

 

※
①
～
⑥
の
項
目
に
該
当
す
る
新

た
な
事
業
で
、
既
存
の
も
の
は

対
象
外
。
︵
こ
れ
ま
で
に
行
っ

て
き
た
事
業
で
も
、
新
た
な
試

み
を
行
う
等
、
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
も
の
は
対
象
︶
ま

た
、
市
の
他
の
補
助
対
象
と
な

る
事
業
や
宗
教
的
又
は
政
治
的

な
色
彩
を
有
す
る
も
の
は
除
き

ま
す
。

 

■
補
助
率
 
６
割
以
内

 

■
補
助
限
度
額
 
50
万
円

 

■
申
込
方
法
 
左
記
に
備
付
け
の

書
類
で
申
込
み

 

■
申
込
期
間
 
補
助
を
受
け
よ
う

と
す
る
年
度
の
３
月
ま
で

 

※
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

市
民
活
動
支
援
室

☎
 
７
５
１
５
︵
パ
ト
リ
ア
日

田
内)

 

井
戸
端
交
流
サ
ロ
ン
運
営
支
援
事
業

   

高
齢
者
や
子
育
て
中
の
方
、
子

ど
も
な
ど
様
々
な
世
代
の
方
が
、

気
軽
に
公
民
館
や
民
家
、
空
き
店

舗
等
を
利
用
し
て
集
い
、
情
報
交

換
等
を
行
う
た
め
の
場
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

■
対
象
団
体
 
自
治
会
又
は
自
治

会
の
構
成
団
体
︵
班
・
地
区
な

ど
︶

 

■
対
象
事
業

 

 
お
茶
会
や
会
食
、
ゲ
ー
ム
な
ど

主
催
者
が
自
由
に
事
業
期
間
中

︵
６
月
～
平
成
23
年
３
月
ま
で
︶

に
継
続
し
て
行
う
活
動

 
※
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
囲
碁
な

ど
単
一
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
・
娯
楽

の
み
を
行
う
も
の
や
商
業
活
動

又
は
商
業
活
動
と
連
携
し
た
も

の
は
対
象
外
。

 

■
助
成
額

 

 
一
団
体
当
た
り
年
額
10
万
円

 

※
参
加
者
の
直
接
的
な
飲
食
物
代

は
対
象
外
。

 

■
募
集
数
 

 

 
市
内
全
域
で
10
団
体
程
度

 

■
申
込
方
法
 
左
記
に
備
付
け
の

書
類
で
申
込
み
︵
審
査
有
り
︶

 

■
申
込
期
限
 
５
月
10
日
㈪

 

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

☎
 
８
３
５
６
︵
市
役
所
６
階)

    

■
と
き
 
４
月
16
日
㈮

 

 
午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
３
階
３
０
１
会
議
室

 

■
公
売
へ
の
申
込
方
法
 
左
記
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

 ︽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
︾

 h
ttp

://k
o
u
b
a
i.a

u
c
tio

n
s.ya

h
o
o
.c

o
.jp

/

 

■
公
売
予
定
物
件

 

 
花
瓶
、
茶
器
、
茶
碗
な
ど

 

※
公
売
す
る
物
件
︵
動
産
︶
を
直

接
確
認
で
き
る
の
は
、
下
見
会

の
み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
公

売
物
件
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

 

税
務
課
納
税
係

☎
 
８
２
０
５
︵
市
役
所
１
階)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

 
 
 
 
 
 
 
物
件
下
見
会

は
か
り
︵
計
量
器
︶
を
取
引
又

は
証
明
に
お
使
い
の
方
へ

固
定
資
産
税
 
宅
地
の
評
価
額

 
 
 
 
 
 
 
 
下
落
修
正

問

問

問

問

問問

堆
肥
の
販
売
、
液
肥
の
配
布

各
種
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
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こ
れ
ま
で
市
で
行
っ
て
き
た
事

務
の
一
部
が
、
４
月
か
ら
日
田
消

防
署
で
行
わ
れ
ま
す
。
手
続
方
法

等
の
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
火
薬
類
の
譲
渡
・
譲
受
の
許
可

・
火
薬
類
の
消
費
、
廃
棄
物
の
許
可

・
取
扱
保
安
責
任
者
の
選
任
・
解

 
任
届
出
の
受
理
等

 
日
田
消
防
署
 
☎
 
２
２
０
４

■
支
給
対
象

 

・
居
住
目
的
で
木
造
軸
組
工
法
に

よ
り
新
築
す
る
住
宅

 

・
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
︵
内
装
・

増
改
築
︶
及
び
住
宅
に
付
属
す

る
施
設
︵
倉
庫
・
車
庫
・
塀
な

ど
︶

 

・
年
度
内
に
完
成
︵
新
築
住
宅
の

場
合
は
上
棟
な
ど
︶
確
認
が
可

能
な
住
宅

 

・
日
田
材
の
使
用
量
が
木
材
使
用

量
の
お
お
む
ね
80
％
以
上
を
占

め
る
住
宅

 

■
支
給
木
材
 
日
田
材
︵
市
内
で

製
材
・
加
工
さ
れ
た
も
の
︶

 

※
新
築
住
宅
は
45
万
円
分
、
リ
フ

ォ
ー
ム
は
下
限
５
万
円
分
、
上

限
20
万
円
分
を
限
度
額
と
し
ま

す
。

 

■
募
集
戸
数
︵
先
着
順
︶

 

・
新
築
住
宅
 
 
年
間
１
０
０
戸

 

・
リ
フ
ォ
ー
ム
 
年
間
１
０
０
戸

 

※
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

顔
の
見
え
る
家
づ
く
り
推
進
協

議
会
︵
日
田
木
材
協
同
組
合
内)

☎
 
２
１
６
７

 

林
業
・
木
材
産
業
振
興
課
企
画

流
通
係

☎
 
８
３
６
２
︵
市
役
所
３
階)

     

 
市
で
は
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
等

の
民
間
団
体
の
子
育
て
支
援
活
動

に 

対
し
て
、
運
営
経
費
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

 

■
対
象
団
体
 
市
内
で
活
動
を
行

う
10
人
以
上
の
組
織
の
う
ち
、

月
１
回
以
上
の
活
動
を
実
施
し

て
い
る
団
体

 

■
対
象
活
動

①
子
ど
も
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

②
子
ど
も
に
対
す
る
地
域
で
の
自

主
的
な
イ
ベ
ン
ト
活
動

③
子
ど
も
に
関
す
る
情
報
誌
の
発

行
等
の
広
報
活
動

 

④
子
育
て
支
援
に
向
け
た
人
材
育

成
を
目
的
と
す
る
活
動

 

■
助
成
額
 
活
動
に
要
す
る
経
費

の
３
分
の
２
以
内

 

■
限
度
額
 
10
万
円

 

■
申
込
方
法
 
左
記
に
備
付
け
の

書
類
で
申
込
み
︵
審
査
有
り
︶

 

■
申
込
期
限
 
４
月
30
日
㈮

 

※
平
成
22
年
度
中
に
発
足
の
計
画

の
あ
る
団
体
は
、
事
前
に
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

 

☎
 
８
３
１
７
︵
市
役
所
１
階) 

    

 
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
の

改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
認

定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能
障

が
い
の
あ
る
方
、
肝
臓
移
植
を
受

け
抗
免
疫
療
法
を
実
施
し
て
い
る

方
に
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

 

■
申
込
方
法

 

 
左
記
に
備
付
け
の
申
請
書
、
身

体
障
害
者
手
帳
指
定
医
が
作
成

し
た
診
断
書
等
を
提
出

 
※
認
定
基
準
や
申
込
方
法
な
ど
詳

細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 

☎
 
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)  

   

 
４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が

４
４
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

 

■
国
民
年
金
保
険
料
︵
月
額
︶

 

・
平
成
21
年
度

 
１
万
４
６
６
０
円

 

・
平
成
22
年
度

 
１
万
５
１
０
０
円

 

 
︵
平
成
22
年
度
の
年
間
納
付
金

額
は
18
万
１
２
０
０
円
︶

 

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

  

☎
 
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階)

 

日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

☎
 
６
１
７
４

     

幹
部
候
補
生

 

■
対
象

 

・
一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生

 

 
 
20
歳
以
上
26
歳
未
満

 

・
歯
科

 
 
20
歳
以
上
30
歳
未
満

 

・
薬
剤
幹
部
候
補
生

 

 
 
20
歳
以
上
26
歳
未
満

 

■
試
験
日
・
場
所

 

 
５
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

 

 
日
本
文
理
大
学
︵
大
分
市
︶

 

■
申
込
期
限
 
５
月
10
日
㈪

 

第
１
回
一
般
曹
候
補
生

 

■
対
象

 

 
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

 

※
た
だ
し
、
平
成
23
年
３
月
に
高

校
及
び
中
等
教
育
学
校
卒
業
予

定
者
は
、
第
２
回
一
般
曹
候
補

生
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

 

■
試
験
日
・
場
所

 
 
５
月
22
日
㈯

 
 
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地
︵
別
府
市
︶

 

■
申
込
期
限
 
５
月
10
日
㈪

 

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
下
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部

日
田
地
域
事
務
所

☎
 
０
８
０
９

 

■
受
験
資
格

 

・
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
︵
学
歴
不
問
︶

 

・
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業
し

た
方
及
び
平
成
23
年
３
月
ま
で

に
大
学
卒
業
見
込
み
の
方

 

■
第
一
次
試
験
日
 
６
月
13
日
㈰

 

■
申
込
方
法
 
左
記
に
備
付
け
の

申
込
用
紙
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
︵
当
日
消
印
有
効
︶

 

 
４
月
14
日
㈬
 
午
後
５
時

 

※
申
込
先
は
、
希
望
す
る
第
一
次

試
験
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込
み
等
の
詳
細
は
、
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２-

４
３
１-

７
７
３
３

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
９
６-

３
５
４-

６
１
７
１

日
田
税
務
署
 
☎
 
２
１
３
６

 ︵
自
動
音
声
案
内
︶

問

問

問

問

問

問
肝
臓
機
能
障
が
い
に
よ
る
身
体

障
害
者
手
帳
交
付

平
成
22
年
度
﹁
日
田
材
需
要
拡

大
緊
急
対
策
﹂
補
助
事
業
 

民
間
子
育
て
活
動
を
支
援

手
続
・
届
出
先
等
の
変
更

国
民
年
金
保
険
料
の
引
上
げ

問

保
健
・
福
祉

平
成
22
年
度
 
自
衛
官
募
集

国
税
専
門
官
採
用
試
験

試
 
験
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中
央
公
民
館

 
 
趣
味
の
教
室
受
講
生
募
集

昆
虫
教
室
生
募
集

日
田
の
川
を
考
え
る
会

 
 
 
 
 
 
 
 
会
員
募
集

﹁
ひ
た
宝
さ
が
し
﹂
実
行
委
員
会

 
 
 
 
 
 
 
参
加
者
募
集

問

問

問

問

募
 
集

 
﹁
ひ
た
宝
さ
が
し
﹂
は
、
日
田

の
自
然
環
境
、
歴
史
や
文
化
な
ど

の
地
域
資
源
を
﹁
ひ
た
の
宝
﹂
と

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
す

る
も
の
で
す
。
集
ま
っ
た
﹁
ひ
た

の
宝
﹂
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

 

■
活
動
内
容 

 
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
募
集
し
た
﹁
ひ
た
の
宝
﹂
を

取
材
、
整
理
し
、
冊
子
等
の
作

成
を
行
う

 

■
対
象

 

 
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

 

■
申
込
方
法

 

 
左
記
に
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
４
月
15
日
㈭

企
画
課
政
策
企
画
係

☎
 
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階)

   

■
と
き
︵
全
５
回
︶

 

４
月
24
日
㈯
、
５
月
29
日
㈯
、

 

６
月
26
日
㈯
、
７
月
31
日
㈯
～

８
月
１
日
㈰︵
宿
泊
灯
火
採
集
︶、

８
月
28
日
㈯
 
 

 

※
途
中
か
ら
の
参
加
は
で
き
ま
せ

ん
。

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
募
集
数
︵
先
着
順
︶
 
約
20
人

 

■
申
込
方
法

 

 
左
記
に
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
４
月
16
日
㈮

 

※
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

博
物
館
 
☎
 
５
３
９
４

   

 
日
田
の
川
を
考
え
る
会
は
、
市

内
の
河
川
整
備
に
関
す
る
意
見
交

換
や
現
地
調
査
、
小
学
生
を
対
象

に
し
た
キ
ャ
ン
プ
﹁
川
の
楽
校
﹂

等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

■
申
込
方
法
 
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

は
が
き
又
は
メ
ー
ル
で
左
記
に

申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
４
月
13
日
㈫

 

〒
８
７
７-

８
６
０
１
︵
住
所

記
載
不
要
︶ 

水
郷
ひ
た
づ
く

り
推
進
課
水
環
境
係

 

☎
 
８
３
５
７
︵
市
役
所
２
階
︶

 ︵
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
︶

 k
a
n
k
y
o
@

c
ity

.h
ita

.o
ita

.jp
 

  

  

■
開
講
日
 
４
月
30
日
㈮

 

■
受
講
料
 
月
額
１
５
０
０
～
３

０
０
０
円
程
度

 

※
受
講
料
は
講
座
に
よ
っ
て
異
な

  

り
ま
す
。

 

※
こ
の
ほ
か
、
運
営
費
５
０
０
円

と
教
材
費
が
別
途
必
要
で
す
。

 

■
申
込
方
法

 

 
下
記
窓
口
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
４
月
15
日
㈭

  

※
申
込
み
の
少
な
い
講
座
は
開
講

 
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

 
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

 
く
だ
さ
い
。

 

 
中
央
公
民
館
 
☎
 
６
８
６
８

《夜の部》

教室名

ギ タ ー

太 極 拳  

社 交 ダ ン ス（火曜）

フラワーアレンジメント 

書 道  

社 交 ダ ン ス（木曜）

民 謡  

料 理  

市 民 楽 団  

英  会  話（木曜）

   〃   （金曜） 

市 民 合 唱 団  

大 正 琴  

絵 て が み  

エ ア ロ ビ ク ス  

対象

一般

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一般・高校生

〃

一般

〃

〃

〃

開催曜日

毎週火曜

第１～第４火曜

〃

第１・第３火曜

第１～第３木曜

毎週木曜

第１～第３木曜

第１・第３木曜

毎週木曜

第１～第４木曜

第１～第４金曜

毎週金曜

金曜（月３回）

第２・第４金曜

毎週金曜

時間

19：30～21：00

〃

〃

19：00～21：00

19：30～21：30

〃

〃

19：00～21：30

19：30～21：30

19：30～21：00

〃

19：30～21：30

〃

〃

〃

《昼の部》

■募集教室・内容

教室名

は が き 絵  

三 味 線

朗 読 を 楽 し む 教 室  

絵 画  

女 声 コ ー ラ ス  

書      道   （昼）

キ － ハ － プ（大正琴） 

少 年 少 女 合 唱 団  

対象

一般

〃

〃

〃

〃

〃

〃

小・中学生・高校生

開催曜日

第１・第３火曜

第１～第３火曜

第１・第３水曜

第１～第３木曜

毎週木曜

第１～第３金曜

毎週金曜

毎週土曜

時間

10：00～16：30

13：30～15：30

13：30～15：00

14：00～16：00

10：00～12：30

13：30～15：30

〃

13：30～16：00

寄付のお礼
（２月分）

各小中学校へ

  一般寄付  ６件

  香典返し  １件

淡窓図書館へ

  一般寄付  １件

が
っ
こ
う
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■
募
集
数

 

①
青
年
海
外
協
力
隊

 

 
 
 
 
 
 
 
約
１
４
０
０
人

 

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

 
 
 
 
 
 
 
 
約
５
０
０
人

 

■
対
象

 

 
平
成
22
年
５
月
17
日
現
在
で
、

 

①
満
20
歳
か
ら
満
39
歳
ま
で
の
日

本
国
籍
を
持
つ
方

②
満
40
歳
か
ら
満
69
歳
ま
で
の
日

本
国
籍
を
持
つ
方

 

■
申
込
期
限
 
５
月
17
日
㈪

 

※
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

☎
０
９
３-

６
７
１-

８
３
４
９

 ︽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
︾

 h
ttp

://w
w

w
.jic

a
.g

o
.jp

 

      

■
と
き

 

 
６
月
４
日
㈮
～
７
月
９
日
㈮
の

う
ち
７
日
間
︵
主
に
金
曜
日
︶

 

 
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

 

■
と
こ
ろ

 

 
日
田
市
医
師
会
講
堂
︵
清
水
町)

 

■
受
講
料

 

 
無
料
︵
別
途
資
料
代
が
必
要
︶

 

■
内
容

 

 
看
護
の
動
向
、
緊
急
時
の
看
護
、

病
院
実
習
、
就
業
相
談
な
ど

 

※
全
日
程
受
講
者
に
は
、
修
了
証

書
を
交
付
し
ま
す
。

 

■
申
込
方
法
 
左
記
に
電
話
又
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み
︵
折
り

返
し
申
込
み
に
必
要
な
書
類
を

送
付
し
ま
す
︶

 

■
申
込
期
限
 
４
月
30
日
㈮

 

大
分
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７-

５
３
４-

８
１
１
８

 ︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶

 
０
９
７-

５
３
７-

２
１
５
５

    

■
と
き
・
科
目

 

・
５
月
19
日
㈬
 
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分
︵
法
令
︶

 

・
５
月
27
日
㈭
 
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分
︵
物
理
化
学)

 

■
と
こ
ろ
 
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ひ
た

 ︵
田
島
３
丁
目
︶

 

■
申
込
方
法

 

 
左
記
に
直
接
申
込
み

 

■
申
込
開
始
日
 
４
月
20
日
㈫

 

日
田
市
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局

︵
日
田
消
防
署
危
険
物
係
内
︶

☎
 
２
２
０
４

    

 
今
年
も
、
日
程
に
合
わ
せ
て
講

師
を
派
遣
す
る
博
物
館
野
外
教
室

を
行
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
や
総

合
学
習
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 

■
内
容
 
星
空
観
察
、
バ
ー
ド
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
、
昆
虫
教
室
、
自

然
・
植
物
観
察

 

■
講
師
料
︵
講
師
謝
礼)

 

 
６
０
０
０
円

 

※
講
師
料
の
相
談
や
内
容
な
ど
詳

細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

博
物
館
 
☎
 
５
３
９
４

   

■
と
き
 
４
月
23
日
㈮

 

 
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

 

■
と
こ
ろ
 
生
涯
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
︵
萩
尾
公
園
内
︶

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
指
導
者
 
日
田
天
文
同
好
会

 

■
申
込
方
法

 
 
左
記
に
電
話
で
申
込
み

    
博
物
館
 
☎
 
５
３
９
４ 

   

■
と
き
︵
小
雨
決
行
︶

 

 
４
月
18
日
㈰

 

 
午
前
８
時
50
分
受
付
開
始

 

■
と
こ
ろ
 

 

 
Ｊ
Ｒ
大
鶴
駅
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

 

■
コ
ー
ス
 
大
鶴
駅
か
ら
夜
明
駅

ま
で
列
車
で
移
動
し
、
新
緑
の

大
肥
川
沿
い
を
大
鶴
駅
ま
で
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ

 

■
参
加
費

 

 
５
０
０
円
︵
運
賃
等
︶

 

※
保
険
は
、
公
民
館
総
合
保
険
の

範
囲
内
で
対
応
し
ま
す
。

 

■
募
集
数
︵
先
着
順
︶
１
０
０
人

 

■
申
込
方
法
 

 

 
左
記
に
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
４
月
14
日
㈬

 

 
大
鶴
公
民
館
 
☎
 
２
８
４
６

  

 

  

■
と
き
 
４
月
13
日
㈫

 
午
後
１
～
４
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
７
階
７
０
２
会
議
室

 

■
相
談
員
 
保
健
師

 

■
相
談
内
容

 
不
眠
、
食
欲
減
退
な
ど
こ
こ
ろ

と
体
に
関
す
る
相
談

 

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
 
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

 

巡
回
相
談

 

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

・
４
月
14
日
㈬
、
７
月
14
日
㈬
、

10
月
13
日
㈬
、
平
成
23
年
１
月

12
日
㈬

 

 
午
前
９
時
30
分
～
正
午

 

 
 
天
瀬
・
中
津
江
振
興
局

 

・
７
月
１
日
㈭
、
11
月
４
日
㈭
、

平
成
23
年
３
月
３
日
㈭

 

 
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

 

 
 
大
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

・
６
月
３
日
㈭
、
10
月
７
日
㈭
、

平
成
23
年
２
月
３
日
㈭

 

 
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

 

 
 
前
津
江
保
健
セ
ン
タ
ー

 

定
例
相
談

 

■
と
き
 
毎
月
第
２
月
曜
日
︵
月

曜
日
が
休
館
の
場
合
は
翌
日
︶

 

 
午
前
９
時
～
正
午

 

■
と
こ
ろ
 
三
障
が
い
事
務
局

 ︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
︶

 

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 

☎
 
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

 
﹁
広
報
ひ
た
﹂
３
月
15
日
号
の

中
で
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

11
ペ
ー
ジ
︵
路
線
図
︶

誤
 
中
ノ
隈
町

正
 
中
ノ
島
町

16
ペ
ー
ジ
 
し
尿
収
集
日
程
表

問

問

問

問問

問

問

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ﹁
青
年
海
外
協
力
隊
﹂

﹁
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂

募
集

平
成
22
年
度
第
１
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
準
備
講
習
会

日
田
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議

会
に
よ
る
相
談
会
 
 
 
無
料

博
物
館
野
外
教
室

こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
相
談

無
料

春
の
星
空
観
望
会

平
成
22
年
度

第
１
回
看
護
力
再
開
発
講
習
会

新
大
鶴
駅
舎
落
成
記
念
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
︵
第
12
回
大
鶴
公

民
館
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
︶

 
 
 
 
 
 
 
参
加
者
募
集

問

講
座
・
教
室
・
講
演
会

イ
ベ
ン
ト

相
 
談

鶴河内町
大鶴町
三池町
大肥町
大肥本町
水目町
鶴河内町
大肥町
大肥本町
水目町
大鶴町
三池町

毎月中旬

毎月下旬

毎月下旬

毎月中旬

毎月上旬

誤

町名 くみ取時期

正
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■
と
き
・
と
こ
ろ

 

・
毎
週
木
曜
日

 

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

 
 
法
務
局
日
田
支
局

 

・
４
月
15
日
㈭

 

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

 
 
天
瀬
公
民
館

 

■
相
談
員
 
人
権
擁
護
委
員
又
は

法
務
局
職
員

 

■
相
談
内
容
 
近
隣
問
題
、
相
続
、

離
婚
、
金
銭
貸
借
、
そ
の
他
の

法
律
及
び
人
権
侵
害
問
題
な
ど

 

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
随
時
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

 

☎
 
２
７
１
９

    

■
と
き

 

 
４
月
20
日
㈫
 
午
後
２
時
～

 

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
西
部
保
健
所

１
階
診
察
室

 

■
相
談
員
 
専
門
医
師
、
保
健
師

 

■
相
談
内
容
 
認
知
症
高
齢
者
等

と
暮
ら
す
家
族
等
に
対
す
る
専

門
医
に
よ
る
医
療
相
談
︵
事
前

に
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

大
分
県
西
部
保
健
所

 

☎
 
３
１
３
３

 

   

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

・
４
月
20
日
㈫

 
午
前
９
時
～
正
午

 

 
 
大
山
振
興
局
会
議
室

 

・
４
月
21
日
㈬

 

 
午
前
９
時
～
正
午

 

 
 
上
津
江
公
民
館

 

 
午
前
９
時
～
正
午

 

 
 
天
瀬
公
民
館
五
馬
分
館

 
・
４
月
26
日
㈪

 
 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

 
 
市
役
所
３
階
３
０
３
会
議
室

 

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

 

■
相
談
内
容

 
各
官
公
庁
に
対
す
る
意
見
・
要

望
や
悩
み
ご
と
な
ど

 

市
民
課
３
日
以
内
窓
口

☎
 
８
２
３
３
︵
市
役
所
１
階)

天
瀬
振
興
局
 
☎
 
８
２
０
１

 

大
山
振
興
局
 
☎
 
３
１
０
１

 

上
津
江
振
興
局
 
☎
 
２
０
１
１

   

■
と
き
 
４
月
22
日
㈭

 

 
午
後
１
～
５
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
相
談
室

 

■
相
談
員
 
弁
護
士

 

■
相
談
内
容
 
財
産
、
金
銭
貸
借
、

離
婚
等
、
法
律
に
関
わ
る
こ
と

 

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

 

※
市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要

で
す
。

 

■
予
約
開
始
日
 
４
月
６
日
㈫

 

 
午
前
８
時
30
分
～

 

日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
 
７
０
２
６

    

■
と
き
 
４
月
30
日
㈮

 

 
受
付
時
間
 
午
前
10
時
～
午
後

２
時
30
分

 

■
と
こ
ろ
 
ウ
ェ
ル
ピ
ア

 

■
相
談
員
 
医
師
、
言
語
聴
覚
士
、

作
業
療
法
士
、
保
育
士
、
臨
床

心
理
士
、
保
健
師

 

■
相
談
内
容

 

・
言
葉
が
遅
い
、
発
音
が
気
に
な

る
等
子
ど
も
の
言
葉
に
関
す
る

相
談

 

・
動
き
が
激
し
い
、
こ
だ
わ
り
が

強
い
、
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な

い
等
発
達
に
関
す
る
相
談

 
■
申
込
方
法
 
電
話
で
左
記
に
申

込
み
︵
要
予
約
︶

 

■
申
込
期
限
 
４
月
16
日
㈮

 ︻
申
込
先
︼

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

☎
 
３
０
０
０
︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア

内
︶

    

■
と
き
 
月
～
金
曜
日
︵
祝
日
を

除
く
︶
午
前
９
時
～
正
午
、
午

後
１
～
５
時

 

■
相
談
員

 
日
本
損
害
保
険
協
会
職
員
 

 

■
相
談
内
容
 
交
通
事
故
時
の
自

賠
責
保
険
、
自
動
車
保
険
に
関

す
る
相
談
な
ど

 

※
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
は
弁
護

士
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。︵
予

約
制
、
要
面
談
︶
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 ︻
相
談
電
話
番
号
︼

㈳
日
本
損

害
保
険
協
会
大
分
自
動
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
９
７-

５
３
６-

５
０
４
３

       

日
田
駅
前
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 

□
と
き
 
４
月
11
日
㈰
 
午
前
10

時
～
午
後
３
時
︵
雨
天
中
止
︶

 

□
と
こ
ろ
 
日
田
駅
前
広
場

 

□
参
加
費
 
１
ブ
ー
ス
に
付
き
、

 

 
３
０
０
円
︵
高
校
生
以
下
無
料)

 

□
問
い
合
わ
せ

 
日
田
プ
レ
イ
ス(

西
岡)

／

 

 
☎
０
９
０-

８
８
３
３-

２
３
１
９

  

手
描
・
型
染
友
禅
・
手
織
作
品
展

 

□
と
き
 
４
月
13
日
㈫
～
18
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

 ︵
18
日
は
午
後
５
時
ま
で
︶

 

□
と
こ
ろ
 
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

︵
中
央
ア
ミ
ナ
ー
ド
通
り
︶

 

□
入
場
料
 
無
料

 

※
体
験
コ
ー
ナ
ー
有
り

 

□
問
い
合
わ
せ
 
高
瀬
／

 

☎
０
９
０-

１
９
７
０-

３
３
８
６

☎
 
２
９
５
２

  

た
け
の
こ
堀
り
体
験

 

□
と
き
 
４
月
25
日
㈰

 

 
午
前
10
時
～
正
午

 

□
と
こ
ろ
 
旧
月
出
山
小
学
校

 

□
募
集
数
 
50
人
︵
先
着
順
︶

 

※
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
申
込

み
可
能
で
す
。

 

□
参
加
費
 
一
人
３
０
０
０
円
、

 

 
小
学
生
以
下
１
０
０
０
円

 

※
大
人
参
加
者
一
人
に
付
き
、
月

出
山
の
米
２
キ
ロ
を
進
呈
し
ま

す
。

 

※
月
出
山
の
米
で
作
っ
た
お
に
ぎ

り
と
、
た
け
の
こ
入
り
味
噌
汁

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

 

□
申
込
方
法
 
左
記
に
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
込
み

 

□
申
込
期
限
 
４
月
15
日
㈭

 

□
問
い
合
わ
せ
 
月
出
山
ま
ち
づ

く
り
委
員
会(

佐
藤)

／

 

 ︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
 
８
７
０
６

の
び
の
び
発
達
相
談
︵
子
ど
も

の
発
達
相
談
会
︶
 
 
 
無
料

交
通
事
故
時
の
電
話
相
談

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
無
料

認
知
症
高
齢
者
等
精
神
保
健
相
談

︵
こ
こ
ろ
の
相
談
日
︶

 
無
料

問

問問

問 問

問

定
例
行
政
相
談
 
 
 
 
無
料

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

無
料

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
 
無
料

広報

次回は

４月15日号
４月15日㈭に発送します。
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・12日㈪～28日㈬ 日田おおやま梅まつりフォトコンテスト作品展示（出展：大山まつり実行委員会)
 ・17日㈯ 午後３時30分開演 ６本のフルートによる音楽の花束コンサート 
                                 (出演：橘フィルフルートアンサンブル)

４月 ガレリア展示・ロビーコンサート 無料

４月の休館日

５日・19日

 

 
日
田
市
名
誉
市
民
、
文
化
功
労
者

で
あ
る
故 

岩
澤
重
夫
画
伯
の
日
展

作
品
や
素
描
画
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

 

■
と
き

 
４
月
25
日
㈰
～
５
月
16
日
㈰

 

※
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
４

 
月
25
日
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ
 
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

■
内
容
 
日
展
作
品
な
ど
20
点
、
素

 
描
画
20
点
、
愛
用
品
等

 

■
入
場
料
 
一
般
３
０
０
円
、
高
校

生
以
下
無
料
、
70
歳
以
上
は
２
０

０
円
で
す
。

 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

■
と
き

 

 
４
月
25
日
㈰
 
午
前
10
時
30
分
～

 

■
講
師
 
大
阪
成
蹊
大
学
教
授

 

 
 
 
 
太
田
垣 

實 

氏

■
と
き
 
５
月
20
日
㈭

 

 
午
後
６
時
30
分
開
演
︵
午
後
６
時

開
場
︶

 

■
と
こ
ろ
 
大
ホ
ー
ル

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

・ 

ウ
ィ
ー
ン
の
森
の
物
語
︵
Ｊ
・
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
︶
、
グ
ロ
ー
リ
ア

︵
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
︶

・
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
、

 
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
 
ほ
か

  

■
入
場
料(

全
席
指
定)

 
Ｓ
席
４
５

０
０(

２
５
０
０)

円
、
Ａ
席
４
０

０
０(

２
０
０
０)

円
、
Ｂ
席
３
５

０
０(

１
５
０
０)

円
、
車
い
す
席

４
０
０
０(

２
０
０
０)

円

 

※(

 )

内
は
高
校
生
以
下
の
料
金
で

す
。
ま
た
、
当
日
券
は
５
０
０
円

増
し
で
す
。

 

※
未
就
学
児
の
入
場
は
、
お
断
り
し

て
い
ま
す
。

 

■
前
売
り
券
販
売
開
始
日

 

 
友
の
会
 
４
月
８
日
㈭

 

 
一
般
 
 
４
月
13
日
㈫

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～

 

■
前
売
り
券
販
売
場
所

 

 
パ
ト
リ
ア
日
田
、
市
各
振
興
局
、

市
各
振
興
セ
ン
タ
ー

大
山
寄
席
・
中
津
江
寄
席

 

■
と
き
 
６
月
25
日
㈮

 

 
午
後
７
時
開
演
︵
午
後
６
時
30
分

開
場
︶

日
本
画
家
岩
澤
重
夫
の
軌
跡

 

 
 
 
 
＝
望
郷
＝

 

ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団

ふ
る
さ
と
落
語

■ウィーン少年合唱団（基金事業）

◆英国式金管合奏団 福岡フローリッシュブラス

■南こうせつありがとうふるさとコンサート

■松竹大歌舞伎

■ディナモシアターMUR-MUR（基金事業）

◆コツコツ節日本一大会

◆NHK「BS日本のうた」公開収録

■山形由美フルートコンサート

■第２回九州交響楽団日田定期演奏会

■小林道夫と佐藤俊介ピアノバイオリンリサイタル

■日本画家岩澤重夫の軌跡 ＝望郷＝

■生誕百年 宇治山哲平展

◆第３回日田市先哲展

◆市所蔵美術品公開展

■「第41回日展」バスツアー（基金事業）

■ふるさと落語（基金事業）

 ５月20日㈭

 ６月６日㈰

 ８月１日㈰

 ９月11日㈯

10月31日㈰

11月14日㈰

12月２日㈭

平成23年１月９日㈰

平成23年２月13日㈰

12月12日㈰

４月25日㈰～５月16日㈰

７月18日㈰～８月15日㈰

平成23年１月８日㈯～２月６日㈰

平成23年２月17日㈭～３月13日㈮

 ４月24日㈯

 
６月25日㈮

 ６月26日㈯

大ホール

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

小ホール

ギャラリー

〃

〃

〃

福岡市美術館

大山ホール

中津江ホール

小ホール

ところとき催事名

■有料 ◆無料
 パトリア日田・日田市民文化振興基金・文化振興の各事業で開催する催しを紹介します。

平成22年度 市主催芸術文化事業のご紹介

天水
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【問い合わせ】文化振興課（パトリア日田内） ☎ ２５－５０００ FAX ２５－５００1

■
と
こ
ろ
・
出
演

 
・
大
山
ホ
ー
ル

 
桂 
平
治
、
春
風
亭
昇
々

 

・
中
津
江
ホ
ー
ル

 
三
遊
亭
鳳
志
、
春
風
亭
朝
也

 

■
入
場
料(
自
由
席)

 

 
一
般
１
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下

５
０
０
円  

パ
ト
リ
ア
日
田
寄
席

■
と
き
 
６
月
26
日
㈯

 

 
午
後
２
時
開
演
︵
午
後
１
時
30
分

開
場
︶

■
と
こ
ろ
 
小
ホ
ー
ル

 

■
入
場
料(

自
由
席)

 

 

 
一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下

１
０
０
０
円

 

■
出
演
 
桂
平
治
、
三
遊
亭
鳳
志
、

春
風
亭
昇
々
、
春
風
亭
朝
也

 

■
前
売
り
券
販
売
開
始
日

 

 
い
ず
れ
の
公
演
も
４
月
21
日
㈬

 
午
前
９
時
～

 

■
前
売
り
券
販
売
場
所

 

 
パ
ト
リ
ア
日
田
、
市
各
振
興
局
、

 
市
各
振
興
セ
ン
タ
ー

 
今
年
か
ら
、
事
業
所
会
員
を
新
設

し
ま
し
た
。

 

■
資
格
 

 

・
市
内
及
び
市
外
に
お
住
ま
い
の
方

 

・
市
内
事
業
所

 

■
特
典

 

・
対
象
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
先
行
購
入

 

・
入
場
料
の
割
引(

事
業
所
会
員
は

 
除
く)

 
・
小
規
模
公
演
等
の
無
料
招
待

 
・
友
の
会
会
報
の
郵
送
 
な
ど

 

■
入
会
金
 
無
料

 

■
年
会
費
 

 

・
個
人
会
員
 
 
一
般
３
０
０
０
円

 
 
 
 
高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

 

・
ペ
ア
会
員
  

一
般
５
０
０
０
円

 
一
般
・
高
校
生
以
下
３
５
０
０
円

 

・
事
業
所
会
員

 

 
一
口
１
万
円
︵
一
口
５
人
ま
で)

 

■
会
員
の
期
間
 
入
会
日
か
ら
平
成

 
23
年
３
月
31
日
ま
で

 

■
募
集
数

 

・
個
人
・
ペ
ア
会
員

 
 
 
 
 
 
 
 
５
０
０
人
程
度

 

・
事
業
所
会
員
 
 
 
 
50
口
程
度

 

■
申
込
方
法
 
申
込
用
紙
に
必
要
事

 
項
を
記
入
の
上
、
年
会
費
を
添
え

 
て
申
込
み

 

■
申
込
先
 
パ
ト
リ
ア
日
田
又
は
市

 
各
振
興
局
、
市
各
振
興
セ
ン
タ
ー

 

■
受
付
開
始
日

 

 
４
月
１
日
㈭
 
午
前
９
時
～

 

  

 
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
会
館
を
創

り
上
げ
て
い
く
た
め
、
市
民
文
化
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。(

研
修

や
視
察
有
り)

 

■
募
集
ス
タ
ッ
フ

 

・
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ

 

 
︵
公
演
時
の
客
席
案
内
な
ど)

 

・
ス
テ
ー
ジ
ス
タ
ッ
フ(

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ)

 

 
︵
舞
台
美
術
・
音
響
・
照
明)

 

・
情
報
誌
編
集
ス
タ
ッ
フ

 

 
︵
情
報
誌
編
集
・
発
行)

 

■
申
込
期
間
 
随
時

 

■
申
込
方
法
 
電
話
又
は
直
接
パ
ト

 
リ
ア
日
田
に
申
込
み

    

■
と
き
 
４
月
24
日
㈯

 
■
と
こ
ろ
 
福
岡
市
美
術
館

 
■
参
加
費
 
大
人
２
０
０
０
円
、
小

 
・
中
学
生
、
高
校
生
１
０
０
０
円

 

※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
方
は
、
割
引
等
が
あ
り
ま

す
。

 

■
募
集
数
 
１
６
０
人(
申
込
み
多

 
数
の
場
合
は
抽
選)

 

■
申
込
方
法

 

 
電
話
で
パ
ト
リ
ア
日
田
に
申
込
み

 

■
申
込
期
限

 

 
４
月
10
日
㈯
 
午
後
７
時

パトリア日田４・５月の催し（貸館分）※その他の催しなど詳細は、お問い合わせください。

問い合わせ先入場料とき・開演時間催事名

吉田陽二（遺作展）絵画展

藤間真千 芸歴45周年記念公演

一般講演会

菅原高志＋川嶋哲郎ライブ

藤間賢伸社中 おさらい会

劇団カッパ座「なないろのにじ」

４月２日㈮～６日㈫
午前10時～午後６時
(６日は午後４時まで)

４月11日㈰ 午前11時～

４月13日㈫ 午後７時～

４月20日㈫ 午後７時～

４月25日㈰ 午後０時30分～

５月１日㈯ 午後１時30分～

無料

3,500円

5,000円

2,500円

無料

前売券１階2,000円
   ２階1,500円

吉田
24－5638

藤間真千
22－6812

桜木博事務所
23－1170

日田ジアン・ジアン
（江田）090-8297-9230

藤間賢伸
23－1465

日田カッパ友の会事務局
24－1839

三遊亭 鳳志 桂 平治

パ
ト
リ
ア
日
田
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 
 
 
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

パ
ト
リ
ア
日
田
鑑
賞
友
の
会
会
員

 
 
 
 
 
 
 
を
募
集
し
ま
す

日
田
市
民
文
化
振
興
基
金
事
業

﹁
第
41
回
日
展
﹂
バ
ス
ツ
ア
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
参
加
者
募
集

（当日は各500円増し、
３歳以上有料）
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環境に
ついて
考える

11

第
11
回
目
は
、
原
田
千
尋
さ
ん
が
担
当
し
ま
す
。

��

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

�

は
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ

デ
ィ
の
原
田
で
す
。

�

　
桜
の
花
も
満
開
と
な

り
、
ま
す
ま
す
日
田
の
町
が
美
し
く
感
じ

ら
れ
ま
す
ね
。

�

　
私
た
ち
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
が
参
加

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

観
光
祭
、
天
領
ま
つ
り
、
日
田
祇
園
祭
、

お
ひ
な
ま
つ
り
な
ど
１
年
を
通
し
て
様
々

な
行
事
に
参
加
し
、
そ
の
行
事
や
日
田
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

�

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
の
活
動

は
市
内
だ
け
で
な
く
、
市
外
や
県
外
で
の

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
多
く
の
方
に
日
田
の

観
光
地
や
グ
ル
メ
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
紹
介

で
き
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
て

い
ま
す
。

�

　
最
近
で
は
３
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
、

福
岡
市
天
神
の
博
多
大
丸
福
岡
天
神
店
で

「
天
領
の
ま
ち
大
丸
・
日
田
展
」
が
開
催

さ
れ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
も
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
市
内
87
業
者
に

よ
る
食
品
・
工
芸
品
な
ど
の
物
産
販
売
の

ほ
か
、
私
た
ち
は
、
会
場
に
訪
れ
た
方
た

ち
に
生
花
を
無
料
で
配
布
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
ま
し
た
。
大
盛
況
だ
っ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
６
日
間
で
約
３
万
人
が

会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。

�

　
さ
て
、
私
た
ち
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ

の
活
動
も
残
す
と
こ
ろ
約
２
か
月
と
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
の
１
年

間
で
し
た
が
、
忙
し
い
中
に
も
学
ぶ
こ
と

が
多
く
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
１
年
間

で
し
た
。

�

　
日
田
市
に
は
、
１
年
を
通
じ
て
た
く
さ

ん
の
観
光
客
が
訪
れ
、
日
田
の
町
は
ま
す

ま
す
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
残
り
の
数
か
月
間
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
の
任
期

終
了
後
も
日
田
市
が
元
気
で
活
気
あ
ふ
れ

た
町
に
な
る
よ
う
、
私
た
ち
は
で
き
る
限

り
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑰　住宅用太陽光発電システム設置費用の一部を補助します

多くの人でにぎわった　　　　　　
　　　「天領のまち大丸・日田展」

　
太
陽
電
池
を
使
用
し
て
家
庭
で
作
ら

れ
た
電
力
の
う
ち
、
自
宅
で
使
わ
な
い

余
っ
た
電
力
を
10
年
間
電
力
会
社
に
売

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
、
日
本
の
太
陽

光
発
電
導
入
量
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
に
加
え
て
、

温
暖
化
対
策
や
経
済
発
展
に
も
大
き
く

貢
献
で
き
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
対
し
て
、

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

�

■
申
込
期
間
　
随
時

※
原
則
と
し
て
着
工
予
定
日
の
15
日
前

　
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

�

■
募
集
数
（
先
着
順
）
　
１
０
０
件

�

■
補
助
金
額

�

　
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大

　
出
力
１
kw
当
た
り
３
万
円

�

　
（
上
限
額
は
10
万
円
）

�

■
対
象
者

　�

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

�

・
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
太
陽

光
発
電
を
設
置
す
る
個
人
又
は
太
陽

光
発
電
付
き
建
売
住
宅
を
購
入
す
る

個
人
で
、
電
灯
契
約
を
し
て
い
る
方

�

・
市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

�

■
対
象
住
宅

�

　
専
用
住
宅
又
は
店
舗
・
事
務
所
兼
用

　
住
宅
（
別
荘
は
対
象
外
）

�

■
対
象
シ
ス
テ
ム

�

　
最
大
出
力
が
10
kw
未
満
で
、
か
つ
、

　
シ
ス
テ
ム
価
格
が
１
kw
当
た
り
70
万

　
円
（
税
抜
き
）
以
下
で
あ
る
こ
と

�������������

※
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

�

�

水
郷
ひ
た
づ
く
り
推
進
課
企
画
推
進
係

☎
　
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

問
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淡窓図書館 ☎22－2497 《FAX》26－3210

《ホームページアドレス》 http://www.library-tansou.jp/

【おいでよおはなし会】

【図書館からのお知らせ】

【図書館おすすめの本】

火は早めに消さないと
トルストイ 原作 柳川 茂 文 小林 豊 画

／いのちのことば社

ま
で
仲
の
良
か
っ
た
イ
ワ
ン
の
家
と
ガ

ブ
リ
ー
ロ
の
家
。
何
で
も
な
い
争
い
が
、

と
ん
で
も
な
い
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
憎
し
み
合
っ
て
い
た
彼
ら
の
家
族
を
元
の
よ

う
に
回
復
さ
せ
た
出
来
事
と
は
？

 
深
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
く
れ
る
絵
本
で
す
。

今

☆４月の休館日 ５・12・19・22・26・29日

 ☆開 館 時 間 午前10時

 ☆閉 館 時 間 火～土曜：午後７時

          日曜：午後６時

【新刊図書のご案内】

■ 一 般 書

・井沢式新ニッポン風土記

            （井沢元彦／旅行読売出版社）

 ・メダカの救急箱100問100答（小林道信／誠文堂新光社)

 ・企業の知恵で農業革新に挑む！

            （山下一仁／ダイヤモンド社）

 ・身命を惜しまず（津本 陽／徳間書店）

 ・羊毛フェルトのどうぶつおやつマスコット

          （Chiku Chiku／河出書房新社）

 ・風の詩（星野富弘／学研パブリッシング)

 ・いまこそ家系図を作ろう

          （岩本卓也・八木大造／�出版社）

■ 児 童 書

・はるですよ（柴田晋吾／金の星社）

 ・パパとミッポと海の１号室（田部智子／岩崎書店）

 ・こころを育てる魔法の言葉１（中井俊巳／汐文社）

・４月10日㈯ 午後２時～ 児童コーナー 

・第52回子ども読書週間「たんけんしたいな 本の森」

  と き  4月23日㈮～５月12日㈬

・おたのしみ会

 と き  ４月25日㈰

 ところ  ２階研修室

※人形サークル「ぽてと」の皆さんが、いろいろなおは

 なし、あそびをします。

 ※期間中は、おはなし会以外にも様々な行事を予定して

 います。是非、図書館にお越しください。

 

～ じゃあ、読もう。～   平成22年は「国民読書年」です

  平成20年６月、国会の決議で「国民読書年に関する

決議」が採択されたことに伴い、平成22年は「国民読

書年」に制定されました。淡窓図書館も、多くの方に 利

用してもらえるような魅力あ る

図書館を目指します。      

何とかなるさ！
山崎直子／サンマーク出版

本
人
女
性
で
初
め
て
宇
宙
飛
行
士
と
し

て
挑
戦
し
続
け
て
い
る
山
崎
さ
ん
。
山

崎
さ
ん
の
幾
重
に
も
わ
た
る
困
難
と
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
夢
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
姿
に
勇
気
付
け
ら
れ
ま
す
。
仕
事
を
し
て
い

く
上
で
、
家
事
や
子
育
て
と
ど
う
向
き
合
う
の
か
、

仕
事
を
持
つ
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
も
読
ん
で

も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。

日

池上彰の親子で新聞を読む！
池上 彰／毎日新聞社

聞
を
読
む
の
は
苦
手
と
い
う
方
も
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
本
は
、
最
新
ニ

ュ
ー
ス
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
子

ど
も
と
一
緒
に
社
会
情
勢
を
勉
強
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

 
小
学
生
の
う
ち
か
ら
新
聞
を
読
む
習
慣
を
付
け

る
方
法
が
満
載
で
す
。

新
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・すくすく相談

 ８日㈭

 午前９時30分～正午

 ・おはなし会

 15・22日㈭  午前11時～

  

 ・おはなし会

 14日㈬ 午後４時～

 ・すくすく相談

 16日㈮ 午前10時～

 

 

 ・すくすく相談

 16日㈮ 午前10時～

 ・ビデオ上映・おはなし会

  24日㈯ 午後２時～

・こいのぼり作り

  16日㈮～21日㈬

  午前10時～午後３時

 

 

 

・こいのぼり製作

  ①乳幼児 16日㈭ 午前10時～

  ②小学生 27日㈫・28日㈬

  午後４時～、

  29日㈭ 午前10時～

 

 ・時間割表作り

 10日㈯ 午前10時30分～

・リズムあそび

 13・20・27日㈫ 

  午前11時～

 ・療育｢音あそび｣ 

 23日㈮  午前11時～  

 

 ・お楽しみ会

 24日㈯ 午前11時～正午

 

 

 

  

☆はっぴーきっず

  毎週火曜日

  午前10時30分～

みる・きくつくるあそぶ

中央児童館
☎27-6406

天瀬児童館
☎57-8922

大山児童館
☎52-2901

遊びにおいでよ！じどうかん

 ・ウキウキシアター

 12日㈪  午前11時～

 ・ベビーデイ

 14・28日㈬ 午前11時～

  

 

 

 ・子育て相談

 ９日㈮  午前11時～

 ・うたとお話会

 12日㈪  午前11時～

 ☆試食会

 21日㈬  午前11時15分～

 

 ・身体計測

 13日㈫  午前９時30分～

  （母子健康手帳持参）

 ・子育て相談日

 28日㈬

  午前11時～、午後１時～

 

 ・絵本の読み聞かせ

 ７日㈬ 午前10時～

 ・おしゃべりタイム

 28日㈬ 午前10時～

・初めての日

 ６・13・20日㈫ 午後３時～

 ・パパの日

 11日㈰  午後２時～

 ☆親子体操の日

 21日㈬ 午前11時～

 

  ・プレママクラブ

 21日㈬ 午後１時30分～

 ・せいまお兄さんとエクササ

 イズ

 28日㈬  午前10時30分～

 

 

 ・ぴよぴよルーム

 20日㈫ 午前９時30分～

 ・お誕生日会

 30日㈮ 午前11時～

・誕生会

 16日㈮  午前10時～

 ☆作って遊ぼう

 ７日㈬ 午前11時～

  ☆ペタペタの日

 19日㈪  午前11時～ 

 

 

 

☆こいのぼり製作

 15日㈭ 午前９時30分～

☆スクラップブッキング

  19日㈪ 午後１時30分～３時

☆親子クッキング

 20日㈫ 午前10時～正午

 

 ・こいのぼり製作  

  22日㈭・23日㈮

  午前９時30分～

 

 

 

 

 

・ランチday

  21日㈬ 午前10時～

みる・きくつくるあそぶ

チャイルド
プラザ
☎25-5300

ひのくま
子育て支援センター

☎22-7505

丸の内
子育て支援センター

☎23-1890

前津江
子育て支援センター

☎53-2409

ご利用ください！子育て支援施設

4
がつ

☆印の行事は、予約が必要です。詳しくは各施設にお問い合わせください。

松原児童館（☎52-2922）は、毎週土曜日開館です。



夜間当番医日曜・祝日当番医 （午後７時～10時）

内
科

外
科

歯
科

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
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月

4

5

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

1

2

3

4

5

曜

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

病医院名

松 浦 ク リ ニ ッ ク

麻 生 小 児 科 医 院

岩 尾 病 院

坂 東 小 児 科

こじかこどもクリニック

聖陵花月クリニック

下 飛 田 小 児 科

佐 藤 内 科 医 院

若 宮 病 院

福 田 医 院

桂林胃腸科循環器科病院

日 野 内 科

隈 診 療 所

河津内科呼吸器科

膳 所 医 院

岩 尾 病 院

松 浦 ク リ ニ ッ ク

麻 生 小 児 科 医 院

こじかこどもクリニック

聖陵花月クリニック

下 飛 田 小 児 科

桂林胃腸科循環器科病院

福 田 医 院

若 宮 病 院

隈 診 療 所

坂 東 小 児 科

松 浦 ク リ ニ ッ ク

河津内科呼吸器科

岩 尾 病 院

こじかこどもクリニック

聖陵花月クリニック

佐 藤 内 科 医 院

膳 所 医 院

下 飛 田 小 児 科

日 野 内 科

所在地

中央１丁目

淡窓２丁目

淡窓２丁目

誠 和 町

清岸寺町

清 水 町

中央１丁目

田島１丁目

南 元 町

清岸寺町

城町１丁目

天 神 町

隈１丁目

石井町２丁目

本 町

淡窓２丁目

中央１丁目

淡窓２丁目

清岸寺町

清 水 町

中央１丁目

城町１丁目

清岸寺町

南 元 町

隈１丁目

誠 和 町

中央１丁目

石井町２丁目

淡窓２丁目

清岸寺町

清 水 町

田島１丁目

本 町

中央１丁目

天 神 町

電話

24-4155

24-2323

22-6161

22-3300

28-8771

27-5050

24-1148

22-1170

22-7171

22-1648

22-1231

23-6009

22-0033

23-8123

22-3292

22-6161

24-4155

24-2323

28-8771

27-5050

24-1148

22-1231

22-1648

22-7171

22-0033

22-3300

24-4155

23-8123

22-6161

28-8771

27-5050

22-1170

22-3292

24-1148

23-6009

月

4

5

日

4

11

18

25

29

2

3

4

5

9

病医院名

※はたの歯科医院

もちまつ歯科医院

後 藤 歯 科 医 院

北 山 歯 科 医 院

※ 中 村 歯 科 医 院

村 山 歯 科 医 院

高田ビル歯科医院

※またけ歯科クリニック

せ さ き 歯 科

田 吹 歯 科 医 院

所在地

豆 田 町

清 水 町

東 町

大山町西大山

下井手町

本 町

三本松２丁目

新 治 町

中央１丁目

吹 上 町

電話

22-7736

22-8071

22-0002

52-3553

23-2228

22-3303

22-2317

28-7688

23-6481

24-5510

◯

◯

◯

月

4

5

日

4

11

18

25

29

2

3

4

5

9

病医院名

坂 東 小 児 科

桂林胃腸科循環器科病院

麻 生 小 児 科 医 院

隈 診 療 所

岩 尾 病 院

佐 藤 内 科 医 院

膳 所 医 院

下 飛 田 小 児 科

日 野 内 科

福 田 医 院

所在地

誠 和 町

城町１丁目

淡窓２丁目

隈１丁目

淡窓２丁目

田島１丁目

本 町

中央１丁目

天 神 町

清岸寺町

電話

22-3300

22-1231

24-2323

22-0033

22-6161

22-1170

22-3292

24-1148

23-6009

22-1648

月

4

5

日

4

11

18

25

29

2

3

4

5

9

病医院名

堀 田 ク リ ニ ッ ク

秋 吉 病 院

大 河 原 病 院

原 病 院

城 谷 病 院

五反田胃腸科外科病院

堀 田 ク リ ニ ッ ク

秋 吉 病 院

大 河 原 病 院

原 病 院

所在地

新 治 町

豆 田 町

隈２丁目

三本松２丁目

元 町

若 宮 町

新 治 町

豆 田 町

隈２丁目

三本松２丁目

電話

22-2662

23-0808

22-3131

22-7151

23-6115

23-8386

22-2662

23-0808

22-3131

22-7151
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人口と世帯
・伝統と文化をたっとび、豊かな心を育てよう

・明るく胸を張って働こう

・お互いに信じあい、

      あたたかい心で人に接しよう

・きまりを守り、よい習慣を身につけよう

・水と緑と空を大切にし、美しい町をつくろう

日田市民憲章

お誕生日 おめでとう
がつがつ

（平成22年２月28日現在）

■人口 72,667 人（前月比－ 11）

■ 男  34,285 人

■ 女  38,382 人

■世帯 26,553 世帯

松尾望未ちゃん（１歳・琴平町）

お誕生日おめでとう!!

 これからも彩花お姉ちゃん

と元気で仲良く、たくさん

笑顔を見せてね！

松尾青悟ちゃん（２歳・田島１丁目）

いつも元気いっぱいの青

悟、お誕生日おめでとう。

青悟がいるだけでお父さん

もお母さんも幸せよ♡

優しくわんぱくに育ってね！

せい ご

藤井遥花ちゃん（３歳・上野町）

お誕生日おめでとう♡

はるとゆりの笑顔に家族み

んなが元気をもらっていま

す。いっぱい楽しい時間を

過ごそうね!!

大曲悠斗ちゃん（１歳・南元町）

イタズラ好きな悠斗くん。

これからもたくさん泣いて

笑って、元気に大きくなっ

てね！

１歳おめでとう！

佐藤優里杏ちゃん（２歳・中釣町）

２歳!!お誕生日おめでとう!!

いつもかわいい笑顔をあり

がとう。

お兄ちゃんと仲良く元気に

育ってね♡

ゆ り あ

津留翔瑛ちゃん（３歳・石井町２丁目）

翔ちゃん、お誕生日おめで

とう。みんないつも翔瑛の

笑顔にいやされてるよ★

 翔ちゃんだ～いすき♡

しょうえいはる か

小幡来実ちゃん（１歳・清岸寺町）

くるちゃん、お誕生日おめ
でとう。あなたがいてくれ
るだけで周りのみんなは幸
せいっぱいです。
これからもたくさんの笑顔
を見せてくださいね。

坂本幸祐ちゃん（２歳・石井町３丁目）

お誕生日おめでとう。

 みんな幸ちゃんの笑顔にい

つもいやされてるよ♡

ありがとう。

こうすけ

江藤桃子ちゃん（３歳・財津町）

３歳おめでとう！

 ４月から幼稚園楽しみだね！

紫乃ちゃんと元気に育って

ね。

吉田乃輝歩ちゃん（１歳・田島１丁目）

我が家のアイドル、のっき
い☆お誕生日おめでとう!!
いつも家族を和ませてくれ
てありがとう。これからも
お姉ちゃんたちと仲良く
ね！

の き あくるみ

野村奈央ちゃん（２歳・南友田町） 

大きなけがや病気もなくす

くすくと育ってくれてあり

がとう。

あなたの成長が楽しみな毎

日です。

な お

用松拓海ちゃん（３歳・清水町）

 ３歳おめでとう。いつも家

族に幸せを運んでくれてあ

りがとう。これからの成長

が楽しみです。

たく みもも こ

はる とのぞみ

し の

あや か


